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Abstract 
This case study aimed to clarify how art projects in 
mountainous areas focus on nature, history, culture, past 
livelihoods, and livelihoods unique to the site. The anal-
ysis of interviews and questionnaires using M-GTA 
shows that what people involved in the projects gain is 
an awareness of the importance of culture through local 
traditions and history. And that contacts are made be-
tween people from different backgrounds. The individu-
als involved in the project have gained a new way of per-
ceiving the region. What was found through the life story 
research was that by shining a light on the local area, the 
artists helped to create a common ground and a common 
understanding among the participants. It was also found 
that the attitude of the artists to think, act and make in-
dependently stimulated their surroundings and led to a 
process of behavioral change.  

1. 研究の背景 

1.1. 里地里山をめぐる担い手不足の現状 

里地里山に関して近年、集落共同体の弱体化や、災害

による豊かな景観の崩壊が学術的および社会的課題と

なっている。コメの価格が低下し、農作業が機械化して

いることも手伝い、農村の後継者となる担い手が不足し

ている。そのため耕作放棄地が増えているとともに、そ

こにあった農村の技術、さらには年中行事や農村文化が

消失している現状にある。 
里山保全の観点からは、棚田の営みがなされる効果は

単に景観が創出されるだけでなく、水害や土砂災害から

村を守るという側面があった。これらの営みが減少する

なか、現在の里山はたびたび水害に襲われて被害が増加

する現状にある。このような課題に対応するには、担い

手の不足に対応しなければならない。そのためには、単

に後継者を育成するというだけでなく、風土に根差した

棚田の保全・活用が求められる。その手法として近年着

目されているのが、ツーリズムやボランティアなど、恒

常的に農村に関わるのではない非農家との新たな共同体

形成である。 
このような里山の保全に着目した新たな共同体形成に

関する取り組みは 1980 年代後半から行われている。重

松 1)は、大阪市周辺の当時の里山について、「農用林とし

ての機能を喪失し（中略）密生するままに放置され、ま

た都市的土地利用に無秩序に転用されつつある」状況を

指摘している。重松は、自発的な市民・行政・林地所有

者の 3 者が相互補完的に協力し合う、新たな保全・管理

システムの形成を提示したのだった。このことは、高ま

りつつある市民の自然志向を受け、二次林の保全・管理
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とవᬤ活動やᗣ࡙くりをවࡡていたともゝえる。重松

は 1994 年に大阪府❧大学から九州芸術工科大学環境タ

ィ学科（現九州大学大学院芸術工学研究院）に㉱௵し、

に⚟ᒸ┴八女市㯮木⏫において里山・田ᅬ保全ボラン

ティア活動やᩍ育・研究をᒎ㛤した。2004 年にはᮏㄽの

活動地である㯮木⏫➟ཎにある➟ཎᮾᑠ学ᰯがఇᰯとな

り、地ඖと協力し里山保全活動のሙ所としての活用をᵓ

し、2007 年には「➟ཎᮾὶセンࢱー（௨下、ឡ⛠で

ある「えがおの森」と⛠する）」として࢜ープンした。し

かしながら、少子高㱋化の㐍ࡴ地域では担い手不足もあ

り地ඖ体のプロࢢラム⏬・㐠営がᅔ㞴であることが

課題とされ、2007㹼2008 年には地ඖఫ民、地域እཧ加

者、そして専門家による地域㈨※を᥈⣴する࣡ーク

ショップをᐇしている 2)。この取り組みは地ඖ学 3)4)5)

の手法をཧ⪃としている。これはᩍ育・研究に加え、活

動プロセスにより集合▱を形成・共有し、地ඖをྵめた

関ಀ者の体性、自ᚊ性、そして、創㐀性を発するこ

とをᮇᚅしている。また、山村のᑠ学ᰯなどのᗫᰯ活用

は 2000 年ࢁࡈから地域活性化などを目的にྛ地で行わ

れるようになり、ከᩘの事がሗ࿌されている。 
このように農業・農村体㦂活動は全ᅜ的なᗈがりをぢ

῭⤒ているが、一᪉で、㐠営面のேᮦ不足、㐠営者のࡏ

的、ປ力的な㈇担から活動のᣢ⥆性の課題が指摘され

ている。၈ᓮら 6)は、このᣢ⥆性についてཧ加ࣔ࣋ࢳー

ションの⥔ᣢと、そのㄏᅉとなるインセンティࣈの創出

に着目している。農業・農村体㦂活動は、に来ゼ者に

よる農業の関ᚰ、ὶ、ࣞクリ࢚ーションといったಶ

ே的・利ᕫ的ࣔ࣋ࢳーションや、㐠営者によるᩍ育、ၨ

ⵚ、地域⯆などのබ┈的・利的ࣔ࣋ࢳーションにᨭ

えられ㐠営が成❧する。しかしながら、㐠営に関わるປ

力㈇担の大ࡁさ、高㱋化、⤒営的インセンティࣈのḞዴ

などが、ࣔ࣋ࢳーション⥔ᣢを㜼害するせᅉとなってお

り、協力者のཧ加をಁ㐍するには、ሗ㓘やὶ機会と

いったインセンティࣈをタᐃし、相互に機能する活動タ

ィのᚲせ性を指摘している。 
1.2. 文ᨻ⟇研究ࡳࡽる㝈⏺Ⅼ 

このような地域の状況に応するような形で、2000 年

代௨㝆の都市と地᪉とのὶேཱྀの増加の手ẁとしてὀ

目されたのが、芸術による地域࡙くりの₻ὶである。こ

うしたアーࢺプロ࢙ࢪクࢺ 7)や芸術⚍は全ᅜྛ地でᐇ

され「アーࢺツーリズム」と⛠され、芸術に関ᚰをᣢつ

者だけでなく、里地里山をྵࡴ風ග᫂な土地の㨩力に

ចかれたே々が地᪉をゼれるዎ機となった。す田 8)は㉺

後ጔ有の《大地の芸術⚍》と℩ᡞෆ┤ᓥのࢿ࣋ッセアー

を風景ㄽから⪃ᐹし、これらの取ࢺの現代アーࢺイࢧࢺ

り組みは、中山間地域やᓥᕋの風土性をᾋかびあがらࡏ、

㐣ཤの生業や生活などሙ所のグ᠈をㄆ㆑さࡏたとし、

アーࢺツーリズムは農の営みや里山の風景の関ᚰを示

すࢢリーンツーリズムや࢚コミューࢪアムと㏻ᗏしてい

るとㄽࡌている。また、土地やேとᙉく結びついた作ရ

は、地域固有の自然、Ṕྐ、そして文化が組み㎸まれる

ことから、地域の₯在的価್の発ぢやりの㔊成につ

ながるという指摘もある 9)。 
一᪉で、アーࢺ作ရ࡙くりで行われるఫ民のཧ加や共

同、ὶのព⩏、継⥆性について、村ら 10)は㉺後ጔ有

の大地の芸術⚍におけるఫ民ホ価の研究において、ఫ民

のཧ加のᗘ合いによってホ価が␗なると指摘している。

ୖ田・高ᶫ 11)は、「アーࢺがᚲࡎしもேに共ឤをえ、

ே々をま࡙ࡕくりにᘬࡁ㎸ࡴどの力をᣢっているわけ

ではない」と㏙、「⏬ẁ㝵からཧ加者とともに᳨ウを

重ࡡ、ఫ民の⣡ᚓのいく作ရや風景をᐇ現することで、

アーࢺを用いてከᵝな❧ሙのேが時間と✵間を共有する

たコミュニケーࡌっかけを作るだけでなく、風景を㏻ࡁ

ションによって地域全体のᗈがりがᮇᚅされる」と指

摘している。 
また文化政⟇の観点からは、創㐀都市ㄽからὴ生した

「創㐀農村」というᴫᛕをめࡄる㆟ㄽがある。コミュニ

ティがᣢつ豊かな創㐀活動にᇶ࡙いて、ローࣝ࢝な地域

社会や、あるいはࢢローࣝࣂな環境ၥ題の課題に対して、

創㐀的ၥ題ゎỴを行える「創㐀のሙ」が生まれることが

ᮇᚅされている 12)。だがその理ㄽはಶู事をホ価する

ためのゝㄝに␃まっており、どのようにしたら創㐀農村

が生まれᚓるのかという㆟ㄽは༑分に成⇍していない。 
๓㏙した里地里山をめࡄるၥ題をྵめて、農村に創㐀

的ၥ題ゎỴを行えるሙを生み出すためには、創㐀的な担

い手のᏑ在が重せである。その担い手の関わりはᚲࡎし

も専業で農村でാくேに␃まらࡎ、「関ಀேཱྀ」13)とば

れるような、非農家によるእ部からの関わりもྵめたᰂ

㌾な関ಀ性のᵓ⠏がᚲせである。その関ಀ性のᵓ⠏の手

法について᳨ウするうえでは、里山保全のための࣡ーク

ショップについて၈ᓮら 14)が㏙るように、㸯）活動の

ึᮇẁ㝵において、協㆟会にみられるようなከᵝなேᮦ

が新たに関ಀをもつሙの創出、㸰）活動⤒㦂を㏻しての

里地保全活動による価್の共有、㸱）ಙ㢗にᇶ࡙く関ಀ

者との関ಀ性のᵓ⠏が課題であるといえるだࢁう。 
ではアーࢺプロ࢙ࢪクࢺは中山間地域の課題に᥋近す
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る形でどのようにᐇ現されているのだࢁうか。そしてそ

こに関わるே々にとってのインセンティࣈはどこにある

のだࢁうか。

2. 研究の┠ⓗ

ᮏ研究の目的は、中山間地域において風土性を活かし

たアーࢺプロ࢙ࢪクࢺがどのように行われᚓるかを᳨ド

することである。風土性とはここでは、地域固有の自然、

Ṕྐ、文化、㐣ཤの生業や生活などሙ所のグ᠈のことを

指す。また、こうしたアーࢺプロ࢙ࢪクࢺがᐇされる

ことで、၈ᓮらが指摘するようなཧ加ࣔ࣋ࢳーションの

ㄏᅉとなるインセンティࣈがどのように生まれᚓるのか

を状況ᩚ理することも目指す。

➹者らは 2015 年より᩿⥆的に⚟ᒸ┴八女市㯮木⏫➟

ཎをᣐ点として里山保全活動やᅜ㝿࣡ークࣕ࢟ンプボラ

ンティアによる活動をᨭしてࡁたㄆᐃ NPO 法ே山村

ሿと連ᦠし、アーࢺと農の関わり᪉について⪃えᐇ㊶す

るプロ࢙ࢪクࢺを行ってࡁた。その成果は社会的にもㄆ

▱されつつあり、全ᅜメディアにプロ࢙ࢪクࢺの成果の

一つであり、ᮏㄽで後㏙する《八女茶山おどり》が取り

られるという出来事も㉳こった。ᮏㄽではこれを事ࡆୖ

研究として取りᢅい、プロ࢙ࢪクࢺを㐠営する中でෆ

ໟされていた合理性 15)を㉁的研究を㏻ࡌて᫂らかにす

る。そのことで、中山間地域におけるアーࢺのあり᪉や

そのἼཬ効果についてのࣔデࣝをᵓ⠏するための足か

りとなることを目指す。

3. ᴫせ

␎యのᴫࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .3.1

八女市は、⚟ᒸ┴の༡に置し、は⚟ᒸ┴ஂ␃⡿市、

すは⚟ᒸ┴⟃後市、༡は⇃ᮏ┴、ᮾは大分┴に᥋してい

る。ேཱྀが 62,132 ே（2020 年 7 ᭶㡭）、⥲面✚が 482.44
（2017 年 10 ᭶௨来）であり、⚟ᒸ┴ෆ二␒目のᗈさ

である。市の中༡部にはᖹ㔝がᗈがり、ᮾ部は森林に

༨められている。和⣬、ቭなどの伝⤫工芸や、八女茶、

᳝Ⲗなどの農作≀が有ྡである。㯮木⏫は᫇、八女㒆の

一部であったが、2010 年にᗫṆされ、❧ⰼ⏫、ᫍ㔝村、

▮部村と八女市に⦅ධされた（ᅗ 1）。
ᮏ研究の研究対㇟となる《八女茶山おどり》は、」ᩘ

の⤒⦋を⤒てᒎ㛤された。ദᅋ体、事業ྡなどを⾲ 1
に示す。

2018 年ᗘから 2020 年ᗘまでᐇされた「ዟ八女芸農

プロ࢙ࢪクࢺ」は、九州大学大学院芸術工学研究院㝃ᒓ

ラボ（௨下、SAL）の「社会ໟᦤに㈨ࢺーシࣕࣝアーࢯ

する共創的芸術活動のデザインとேᮦ育成プロࢢラムの

ᵓ⠏」事業の一環である。この事業は、文化ᗇの「大学

における文化芸術᥎㐍事業」のᨭを受けた*1。

このプロ࢙ࢪクࢺでは、2018 年にアーティスࢺをබເ

し、SAL と山村ሿが㑅ᐃを行い、農村地域にᬽらすே々

の᪥常や土地のṔྐから❧ୖࡕがる「民芸能」を創作

するというプランを提した₇出家・民芸能アー࢝イ

ーのṊ田力（1983ࠥࣂ ）を᥇用した。

3.2.  2019 年ᗘዟඵዪⱁ㎰ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉのᐇෆᐜ

௨下、《八女茶山おどり》がに制作された 2019 年ᗘ

に着目し、その活動ෆᐜを示す。2019 年ᗘのዟ八女芸農

プロ࢙ࢪクࢺにおいては、ேとே、自然とேとがつなが

るᣢ⥆的で豊かなᬽらしを目指した取り組みが行われた。

ල体的には、山村ሿが体的にᐇしている࣡ークࣕ࢟

ンプ・ボランティアプロࢢラムと共同でᐇする形で、
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表1　奥八女芸農プロジェクトの概略

図1　八女市旧黒木町の地図
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50 ᪥間の在がィ⏬された。プロࢢラムをᵓ⠏するうえ

で≉ᚩ的な点は、芸術家がᾏእから来ゼした࣡ークࣕ࢟

ンプ・ボランティアとともに在することと、芸術活動

と農作業をᴫࡡ半分ࡎつ行うようにスケࢪューリンࢢさ

れたことである。プロ࢙ࢪクࢺのᐇスケࢪューࣝを⾲

2 に示す。アーティスࢺとཧ加者 5 ྡは、8 ᭶ 22 ᪥に 
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在タである「えがおの森」に集合し、10 ᭶ 10 ᪥まで

の 50 ᪥間のプロࢢラムは、に農作業・景観保全作業、

森林管理、そしてアー࣡ࢺークを組み合わࡏてᐇされ

た。1 ᪥の時間㓄分は༗๓ 7 時から 11 時まで、༗後は

13 時から 17 時までが 1 コ࣐とされた。༗๓と༗後は農

林作業やアーࢺ作業がධれ᭰わりでᵓ成された。ྛ作業

の合について、50 ᪥間で⣙ 100 コ࣐となり、そのうࡕ

農作業・景観保全作業が 23 コ࣐、森林管理が 8 コ࣐、

アー࣡ࢺークが 23 コ࣐、ఇみが 23 コ࣐であった。これ

らの作業に加え、ዟ八女芸農学ᰯ、ᙼᓊⰼツアー、《八女

茶山おどり》発⾲会などのプロࢢラムの 21 コ࣐、㢪成

ᑵなどの地ඖ行事の 2 コ࣐が行われた。農作業・景観保

全作業のෆᐜは、⏿のⲡสりとࣖࢠᑠᒇのΎᤲ作業、農

体㦂のイࣀシシ㜵Ṇの㟁Ẽᰙのタ置、ラッ࢟ョ࢘の手ධ

れ、ࣖࢠのୡヰ、農機の用とメンテࢼンス、そして、

災害ᪧに関わる水㊰のಟ作業と㐨㊰Ύᤲの手伝いが

行われた。森林管理については、ス࢟ࣀࣄ・ࢠே工林の

ᯞᡴࡕ作業、㞧木や➉林の㝖ఆ作業、ᬮᡣ用の⸄ᣠいな

どが行われた。 
アー࣡ࢺークについて、๓半は創作のために、➟ཎ地

域に所在するᑠつᶍከ機能࣍ーム「よかよか」、お茶の里

グᛕ㤋、八女茶の生⏘農家をゼࡡ、タのぢ学、八女茶

のṔྐや生⏘について学ࡪ活動が行われた。後半は、農

林地での作業、地ඖఫ民とのὶ、そして農村での共同

生活で体㦂したことにᇶ࡙ࡁ、アーティスࢺとཧ加者が

共同で八女茶山ှのりけの創作活動を行った。発

⾲会のᐇに向けては、ᐉ伝のための地ඖ FM ラ࢜ࢪ

の出₇、手作りの┳ᯈの制作・タ置、㋀りの⦎⩦を重ࡡ、

10 ᭶ 5 ᪥に《八女茶山おどり》発⾲会をᐇした。 
3.3. ඵዪⲔ山ှ㋀ࡾにࡘい࡚ 

八女茶の㉳※地である八女地域に᫇からḷい継がれて

た八女茶山ှが用いられた。茶摘みが手摘みで行われࡁ

ていた時代、ẖ年、茶ⴥを᥇る㝿には農家が地ඖやእ部

のேをᣍࡁ、茶⏿で作業をしながら八女茶山ှがḷわれ

た。地域ࡈとにḷモとリズムが␗なり、作ရとしてわ

れたのは➟ཎ地域の八女茶山ှ（⾲ 3）である。ḷモを

⾲ 3 に示す。 

4. 研究の᪉ἲ 

ᮏㄽで取りᢅうデーࢱは、《八女茶山おどり》の制作・

ᒎ㛤にかかわる 2019 年から 2022 年にわたるཧ観ᐹ

をᇶにして、2019 年ᗘおよび 2020 年ᗘにᐇしたアン

ケーࢺㄪᰝ、そして、2020 年ᗘ、2022 年ᗘにᐇした

半ᵓ㐀化インࣅࢱューㄪᰝを行ったデーࢱからᵓ成され

ている。 
ཧ観ᐹでは、➹者らがᐇ㝿に活動に関わりながら、

その⤒⦋のグ㘓をᐇした。アンケーࢺㄪᰝは、⾲ 1 に

示した 2019 年 10 ᭶ 5 ᪥にᐇした《八女茶山おどり》

発⾲会（N㸻25）と、2019ࠥ2020 年ᗘにそれࡒれᐇさ

れたዟ八女半農半アー࣡ࢺークࣕ࢟ンプ（2019：N㸻5、
2020：N㸻5）を対㇟とした。インࣅࢱューㄪᰝは、山村ሿ

⫋ဨとアーティスࢺ、さらには制作に関連した地域の関ಀ

者を対㇟にᐇした。ึ ᅇは、プロ࢙ࢪクࢺ全体の効果を

᥈ることを目的とし、2020 年ᗘに➨二ⴭ者が一ேあたり

50 分⛬ᗘの半ᵓ㐀化インࣅࢱューを行い、ಟṇ∧ࢢラ࢘

ンデッド・セ࢜リー・アプローࢳ（Modified Grounded 
Theory Approach、௨下 M-GTA とする）を用い、アーࢺ

プロ࢙ࢪクࢺの成果について、「ཧ加者がどのような学

びがでࡁたか」、「農とアーࢺについての関ಀ者のព㆑ኚ

化」など、についてᐃ性的分析を行った。2 ᅇ目は、1 ᅇ

目のㄪᰝ結果をもとによりヲ⣽なプロセスを᳨ウするた

めライࣇスࢺーリー研究を活用し、2021ࠥ2022 年ᗘに
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➨一、୕ⴭ者が一ேあたり 60 分ࠥ90 分⛬ᗘの半ᵓ㐀化

インࣅࢱューを行い、KJ 法をᇶにした㉁的分㢮を行った䚹 
これ௨㝆、5 ❶ではまࡎアンケーࢺ結果、⥆いて M-

GTA を㏻ࡌた分析結果を示し、そこから᳨ウでࡁる⪃ᐹ

をㄽࡌる。⥆けて 6 ❶では、ライࣇスࢺーリー研究を㏻

る。7ࡌさらに分析し⪃ᐹをㄽࡌ ❶でこれらの⪃ᐹを⥲

合的に᳨ウする形で結ㄽを㏙る。 
 

5. 2019 年ᗘࠥ2020 年ᗘㄪᰝに㛵ࡍるศᯒ⪃ᐹ 

5.1. ዟඵዪⱁ㎰࣮࣡ࣉࣥࣕ࢟ࢡཧຍ⪅のࢺ࣮ࢣࣥ

ㄪᰝ⤖ᯝ 

農作業とアー࣡ࢺークをアーティスࢺや NPO 法ே山

村ሿスࢱッࣇと生活を共にᐇしてࡁた一⯡ཧ加者は、

農作業とアー࣡ࢺークを㏻ࡌてどのようなㄆ㆑にいたっ

たのか、アンケーࢺㄪᰝをᐇした�⾲ 4�。このタၥは、

農とアーࢺの୧᪉の活動の⤒㦂について、二つのせᅉを

分けて、農作業の有┈ᗘ、アーࢺ活動の有┈ᗘをᑜࡡ、

その㐪いを☜ㄆすることを≺いとした。 
対㇟は、2019 年ᗘの 4 ྡと 2020 年ᗘの 5 ྡ、20 代

のᅜෆእのⱝ者を対㇟としている。ㄪᰝは活動の中間と、

⤊わり㡭に 2 ᅇᐇし、㏵中、ᖐᏯしᐇでࡁないཧ加

者もいたため、の合ィは⣙ 17 ேとした。㉁ၥࡈとに

ᅇ⟅者ᩘの N ್を示している。 
まࡎ、農村で行う作業について、᭱もㄆ㆑があるとさ

れたのは「農山村文化の継⥆」（41.2㸣）、次は「㣗育や

木育などの環境ᩍ育のᬑཬ」（29.4㸣）であった。次に、

アー࣡ࢺークについては、「᪥ᮏの伝⤫とṔྐの継ᢎ」

䠄50.0㸣）が᭱もከく、「新しい創作が生まれる」（28.6㸣䠅

となった。 
௨ୖの結果は、アー࣡ࢺークࣕ࢟ンプにཧ加したⱝ者

たࡕは、農林作業およびアー࣡ࢺークにおいても伝⤫、

Ṕྐ、文化について学び、その継ᢎの重せ性を᭱もㄆ㆑

していた。これは、農作業・景観保全作業、森林管理、

アー࣡ࢺークのプロࢢラムが農村文化の学びを῝めたと

ゝえる。なお、半ᩘ௨ୖがᾏእのཧ加者であったことの

ᙳ㡪もᐃされ、来᪥の動機として、᪥ᮏの農山村の伝

⤫文化の⯆があったであࢁう。 
5.2. 2019 年ᗘのࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㛵ಀ⪅の࣮ࣗࣅࢱࣥ

ㄪᰝ M-GTA ศᯒ 

㐠営側のプロ࢙ࢪクࢺのホ価を▱るためにインࢱ

ューㄪᰝを行いࣅ M-GTA 分析を行った。ㄪᰝ対㇟のㄪ

ᰝ᪥は、ദ者側である NPO 山村ሿの 5 ྡのスࢱッࣇ

に 2019 年 12 ᭶ 23 ᪥に対面で⣙ 40㹼60 分、ಶูにᐇ

した。アーティスࢺのṊ田力に対しては 2020 年 10 ᭶

10 ᪥に࢜ンラインで⣙ 30 分ᐇした。㉁ၥෆᐜは、ձ

ᮏプロ࢙ࢪクࢺのពと目的、ղཧ加者のኚ化、ճദ

者側として農とアーࢺの⧅がりに関する⪃え、մ地域

のᙳ㡪、յᮏプロ࢙ࢪクࢺの⤒㦂と未来のᒎᮃなどを

中ᚰに、ㄒってもらった。それࡒれのスࢺーリーライン

を⾲ 5 に示す。 

㉁ၥෆᐜ�
ⱝ者が農村で行う作業について、ᮏ体㦂活動を㏻ࡌ、活動๓後で≉にㄆ㆑を῝めたことについて、

㸯つ㑅ᢥしてください（1㸻��）�

㑅ᢥ⫥� ᅇ⟅ᩘ� 合�

��農山村文化の継⥆� �� � ����㸣�

��農山村の㐣化ၥ題のゎỴ� �� � ����㸣�

��㣗育や木育などの環境ᩍ育のᬑཬ� �� � ����㸣�

��里山環境保全� �� � �㸣�

��同ࡌ志向の同ኈに出会える� �� � ����㸣�

��農林⏘ရの㈍ಁ㐍� �� � �㸣�

��その� �� � ���㸣�

㉁ၥෆᐜ�
ⱝ者が農村で行うアー࣡ࢺークについて、農村でのᮏ体㦂活動を㏻ࡌ、活動๓後で≉にㄆ㆑を῝

めたことについて、㸯つ㑅ᢥしてください（1㸻��）�

㑅ᢥ⫥� ᅇ⟅ᩘ� 合�

��᪥ᮏの伝⤫とṔྐの継ᢎ� �� � ����㸣�

��新しい創作が生まれる� �� � ����㸣�

��農林業がᴦしいとឤࡌられる� �� � �㸣�

��᪥常生活のスࣞࢺスから㛤放でࡁる� �� � ����㸣�

��その� �� � ���㸣�

�  

表4　奥八女芸農ワークキャンプ参加者へのアンケートについて
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5.3. ᑠᣓ 

ദ者側の NPO 組⧊（山村ሿ）とアーティスࢺ（Ṋ

田力）のㄪᰝ結果からぢると、共㏻に関ᚰがᐤࡏられ

ている観点と、␗なる❧ሙがあることが☜ㄆされた。 
まࡎプロ࢙ࢪクࢺの⫼景と目的について NPO 組⧊の

ど点からぢると、活動現ሙにおける観ᐹがከく㏙られ

ており、㐣地域におけるアーࢺプロ࢙ࢪクࢺのព⩏に

ついて、῝く㏙られていた。それに対し、アーティス

のពࢺク࢙ࢪが連ᦠするプロࢺのど点では、農とアーࢺ

は、ㄽ理的にṔྐの側面からᛮ⪃され、農山村におけ

るᬽらしのᐇ㊶から農とアーࢺの関ಀ性を連していた。 
⥆いてプロ࢙ࢪクࢺの成果について NPO 組⧊のど点

からぢると、地域にえたᙳ㡪やኚ化についてከく指摘

がなされていた、農とアーࢺに関する理ゎを῝めるため

には、時間をかけ、関わり⥆けることが大事であるとᙉ

ㄪされた。一᪉、アーティスࢺの⪃えからぢると、2019
年ᗘのዟ八女芸農プロ࢙ࢪクࢺは、ཧ加者と地域、୧᪉

にとってのᣮᡓとなり、民芸能を㏻し、地域の理ゎ

を῝めることがᮃまれていた。 
᭱後に、プロ࢙ࢪクࢺのホ価について NPO 組⧊のど

点からぢると、ཧ加者の状況をᢕᥱしていたため、ཧ加

者の学びや地域のኚ化について観ᐹでࡁ、プロ࢙ࢪクࢺ

の管理についてやプロࢢラムのࣂランスにၥ題点がある

と指摘された。アーティスࢺのど点からぢると、アーࢺ

の創作は大ࡁなᙳ㡪をえているため、NPO 組⧊、大

学、地域୕者の間での連ᦠを重どすࡁであり、アーࢺ

プロ࢙ࢪクࢺの発ᒎには、このようなᯟ組みをᙉ化する

ことが重せであると指摘された。 
このことは、ᮏㄽの目的としてᥖࡆた、中山間地域に

おける里山保全活動の担い手育成の側面を⪃えた㝿に、

アーࢺプロ࢙ࢪクࢺが関することで生まれるインセン

ティࣈをめࡄる㆟ㄽにどのようにᐤするだࢁうか。 
まࡎ地域の担い手である NPO の❧ሙからは、地域課

題に対する関ᚰを集め、地域に対して関わってみようと

いうពḧをもたらすことや、␗なる⫼景のே々の間に᥋

点を作ることが㏙られた。またアーティスࢺの❧ሙか

らは、ᐇ㝿に㌟体を動かすような非᪥常的な体㦂を㏻し、

ಶேの中に地域に対してそれࡒれのゎ㔘が生まれること

がᣲࡆられている。またアンケーࢺㄪᰝからは、࣡ーク

ンプのཧ加者にとって伝⤫やṔྐ、文化の重せ性にࣕ࢟

ゐれる機会となることがᣲࡆられた。これらのことを⥲

合的に᳨ウすると、担い手に対してዟ八女芸農プロ࢙ࢪ

表5　インタビューを通じて作成したストーリーライン

 

 
 

 

࠙ദ者としての山村ሿのスࢺーリーラインࠚ�

ዟ八女芸農プロ࢙ࢪクࢺの目的は、地域に่⃭をえ、新たなྍ能性

を発ぢすることであり、山村ሿはこのような点にព⩏をぢ出している。

���� 年、���� 年と㸰か年をり㏉る中で、���� 年のプロ࢙ࢪクࢺを ����

年のプロ࢙ࢪクࢺとẚ㍑すると、地域とプロ࢙ࢪクࢺとの関連ᗘ、作ရ

の完成ᗘが高かったとホ価でࡁる。�

プロ࢙ࢪクࢺの成果として、これまでのዟ八女芸農プロ࢙ࢪクࢺがも

たらすᙳ㡪は㸰つ指摘でࡁる。㸯つ目は、農山村地域における農体㦂活

動のព⩏として、地域ၥ題に対するὀពႏ㉳と関ᚰを高めることであり、

地域の関ពḧをもたらすこと。㸰つ目は、地域にとってのዟ八女芸農

プロ࢙ࢪクࢺのព⩏として、␗なる⫼景のே々の間に᥋点を作り、地域

のプロ࢙ࢪクࢺの関ᗘをもたらすことである。�

このプロ࢙ࢪクࢺから῝められた学び・理ゎとして、ᵝ々な活動を

ദする山村ሿの⤒㦂から、農とアーࢺの⧅がりはᮏ㉁的な共㏻点があり、

それを⪃える機会を作ることが山村ሿのᙺ目の一つであるとういことで

ある。一᪉、プロ࢙ࢪクࢺのཧ加者は、農とアーࢺの関ಀ性についてព

㆑し、⪃えているேが少ないとឤࡌられた。このようなプロ࢙ࢪクࢺの

関わりを継⥆するᚲせがあると⪃えられる。�

プロ࢙ࢪクࢺの全体ホ価として、���� 年ᗘのዟ八女芸農プロ࢙ࢪクࢺ

の全体をり㏉ると、農とアーࢺ活動のプロࢢラムの連ᦠがୖ手くいか

なかったと指摘でࡁる。ᮏプロ࢙ࢪクࢺを㏻し、農の活動は単なる体㦂

活動であったというၥ題があった。しかしながら、ཧ加者は地域のグ᠈

を共有し、コミュニケーションを取ることがでࡁ、かなり完成ᗘの高い

成果がᚓられた。�

࠙アーティスࢺのスࢺーリーラインࠚ�

ᮏ活動の⫼景として、ᅇの芸農プロ࢙ࢪクࢺのព⩏をㄒる๓に、

「アーࢺ」と「アーࢺプロ࢙ࢪクࢺ」のṔྐから᥎ᐹし、それࡒれのᐃ

⩏をᐃめるᚲせがある。近代化௨๓の᪥ᮏでは、農とアーࢺは生活その

ものであった。一᪉、近代化௨後の᪥ᮏでは、アーࢺはᗈ域的に「芸術」

を指している。そのような中、ዟ八女芸農プロ࢙ࢪクࢺは、一つのヨみ

として、㐣地域をᨵめて⪃えるࡁっかけ࡙くりという置࡙けである

とゝえる。�

成果として、ዟ八女芸農プロ࢙ࢪクࢺは、地域アーࢺプロ࢙ࢪクࢺの

中における一つのヨみであるというだけではなく、地域にとってのᣮᡓ

でもあった。地域における芸農プロ࢙ࢪクࢺのពは、わࡊわࡊ⪃える

ことではなく、ᅇのプロ࢙ࢪクࢺみたいな非᪥常のᐇ体㦂を㏻し、ಶ

ேの中にそれࡒれのゎ㔘が生まれることにある。一᪉、民芸能を理ゎ

してないேがከくいるとᐇឤされた。そういうពで、���� 年ᗘで創作

した作ရは、ከくのேに民芸能を理ゎしてもらうࡁっかけになった。�

プロ࢙ࢪクࢺのホ価について、㏉ってみて、プロ࢙ࢪクࢺを㐍めな

がら、当時の状況に応ࡌプロࢢラムをኚ᭦し、対ฎすることを学⩦した。

ᾏእのཧ加者のど点をり㏉ると、プロ࢙ࢪクࢺ全体の文⬦を⪃え┤す

ᚲせがある。一᪉で、ᾏእཧ加者との共同は作ရの豊かさをᚓることが

ᮇᚅでࡁる。�

後のᒎᮃとして、ಶே的には芸農プロ࢙ࢪクࢺだけでなく、もし、

これからやりたい⏬があれば、自ら発足したい。ᅇ、ᚓられた成果

から、大学の研究機ᵓと 132 組⧊の増加は、アーࢺプロ࢙ࢪクࢺの発ᒎ

にとっては大事なことであると⪃えられた。�
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クࢺがもたらすものは、地域の伝⤫やṔྐを㏻ࡌて文化

の重せ性にẼ࡙ࡁ、␗なる⫼景をᣢつே々に᥋点をつく

り、ᐇ㝿に㌟体を動かすことを㏻ࡌて地域の新たなぢえ

᪉をಶ々ேが⋓ᚓすることにあるということが指摘でࡁ

る。そのことで、アーࢺを㏻ࡌて農村文化の学びを῝

めることがでࡁるのである。 
では、そのような体㦂機会はල体的にどのようなプロ

セスでᵓ⠏されたのか。次❶ではそのプロセスを㏣うこ

とでさらに⪃ᐹを行う。 

6.  2021 年ᗘࠥ2022 年ᗘㄪᰝに㛵ࡍるศᯒ⪃ᐹ 

ここでは、に 2019 年にはࡌまったࢯーシࣕࣝアー

ラボとࢺ NPO 法ே山村ሿとの協ാによる《八女茶山お

どり》創作に関わったே々のインࣅࢱューから、プロセ

スにἢって分析をヨみる。 
ල体的には、⏬の❧ࡆୖࡕにཧ⏬していた 4 ྡのス

テークࢲࣝ࣍ーたࡕのインࣅࢱューをᐇした。ദ

者としてプロ࢙ࢪクࢺのコーディࢿーࢺ全⯡を担ったㄆ

ᐃ NPO 法ே山村ሿ代⾲理事のᑠ森耕ኴ、アーティスࢺ

としておどり制作にᦠわった₇出家・民芸能アー࢝イ

ࡁ⪺のーのṊ田力、おどり制作のプロセスで高㱋者ࣂ

取りを行った㝿に関したᑠつᶍከ機能࣍ーム「よかよ

か」（௨下「よかよか」）*2 の佐⸨Ⰻኴ、᭱⤊的におどり

をᢨ㟢する㝿に「八女茶山ှ」をḷう民ㅴḷ手で八女市

観ග大の㤿ሙ⨾㞞である。 
௨㝆、インࣅࢱューのゝⴥをもとにし「プロ࢙ࢪクࢺ

に対して事๓にᢪいていたᮇᚅ」「地域ఫ民のࠗ 取ࡁ⪺

り 」࠘「おどりを制作するプロセス」「おどりを㏻ࡌて関ಀ

者に新たにⱆ生えたもの」「アーティスࢺが農村に在す

る時間」「当事者௨እᗈがりをᣢつྍ能性」と࢝テࢦラ

イズしインࣅࢱューの分析を行う。 
 ᮇᚅࡓ๓にᢪい࡚い࡚ࡋにᑐࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ .6.1

ᑠ森は、これまでᅜ㝿࣡ークࣕ࢟ンプボランティアを

集めて里山保全活動を行ってࡁたが、ᅇのプロ࢙ࢪク

ラムのᣢつ㝈⏺にあったといࢢにᢪくᮇᚅはそのプロࢺ

う。 
 
2008 年から 80 ᪥間の長ᮇ合ᐟプロࢢラムがスࢱーࢺ

して、それなりに手応えはあったけど、᪥ᮏேもእᅜ

ேもボランティアで来ていて、「ఱしたらいいです

か㸽」っていうឤࡌですよ。無理ないですけど、地域の

ࣝーࣝも分からないし、その農作業とか山事する時

の▱㆑とか技術⤒㦂ないわけだから。あ࠵いいឤࡌに

なってࡁたなっていう㡭に、80 ᪥間⤊わる、みたいな䚹 
体的なእ部のᏑ在があった᪉が、ボランティアのプ

ロ࢙ࢪクࢺは面ⓑくなるよࡡ㸽ってࡎっとᛮってたの

を、ࡷࡌ、このアーティスࢺのேがそれを担うってい

うのはどうかなってᛮい出したࢇですよ3*。ࡡ 
 
一᪉Ṋ田は、2008 年よりᾏእを転々としながらತඃと

して活動してࡁた。価್観もゝⴥも㐪うே々と₇を㏻

て、ぢられるという₇を、ሙでないሙ所ࡏて「ぢࡌ

で、ತඃでなく₇ࡌ、自分自㌟がいࢇࢁなẼ࡙ࡁをᚓな

がら、それをぢるேに㑏ඖする」という⤒㦂を⧞り㏉す

中で、「ࡴしࢁその作業を後は᪥ᮏでやるࡁだ。どの

ようにやるのかの手がかりを᥈して民芸能にアプロー

 。した」とㄒるࢳ
 
やはり民芸能は、そこのேたࡕのアイデンティティ

なので。ᙺだとか、ここにいるேたࡕだけࡷࡌな

くて、先代から⬦々と受け継がれたものなので。እの

みたいなே間が結ᵓ῝い、がᩍえるみたいなとこ

まで関わるということはかなりࣞアケースだとᛮいࢁ

ます。で、《八女茶山おどり》に関してもここからの

ᘬ用というか、ここからᮙ木ྂᒇ集落での⤒㦂をどう

転用してみたいなことでやってるとこࢁがあるかなと

ᛮって。*4 
 
Ṋ田は、2018 年の「ዟ八女芸農プロ࢙ࢪクࢺ」から、

八女市➟ཎ地༊に関わっている。この年のテー࣐は 
「現代に民芸能をつくる in ➟ཎ」。ཧ加者とࣇィーࣝ

ド࣡ークを行い、࢙ࢳーンࢯーを用いてᮡをษりಽす動

をもࡁるே々の生活にᜥ࡙く動ࡁなど、➟ཎ地༊で生ࡁ

とに、ヨ₇を行った。⥆く 2019 年には、八女の伝

⤫芸能に着目する作ရ࡙くりを提する。 
  
八女に来てからは、いࢇࢁな着をᚓるのは、いつも

㣧み会だとᛮいますࡡ。ᑠ森さࢇやいࢇࢁな地域のே

たࡕとヰすことがでࡁる㣧み会っていうのは結ᵓ大事

なࢇです。そこで結ᵓアイデアを⦎ったりとかしてる

ឤࡌですよ5*。ࡡ 

 
㣧み会で、民芸能のヰになると、「八女といえば八女

茶山ှ」となる。時代とともに茶ᥣみが機械化されḷう

機会がなくなりつつあることもㄒられた。そのኌを受け

て、Ṋ田は「八女茶山ှにりをつける」ということを
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提した。 
 
地域の⚍りが減少ഴ向にある中で、八女茶山ှがḷわ

れていた᪥常を、どう取りᡠすのか。民ㅴっていうだ

けではない形でのධりཱྀみたいな、ᗈくみࢇなで共有

でࡁる形があるといいな、と。*6 
 
� 後᪥Ṋ田らは「よかよか」をゼၥする。「よかよか」の

佐⸨はᬑẁから来ゼ者をḼ㏄しているとゝい、次のよう

にㄒった。 
�   
➟ཎの⚍りでᑠ森さࢇと出会ってから、いࢁいࢁ地域

で一⥴にでࡁればというᛮいがありました。あとᑠ森

さࢇとこࢁがእᅜேの᪉も結ᵓ来られるってことで、

そういうእᅜேの᪉とのὶもしたかったので。（ᅇ

のヰをᣢࡕかけられて）自分としてはᢠがなくて。

⪃えはあっても形になってなかったࢇで、すࡈくᎰし

かったですࡡ。 
タには、時ᢡ、子どもから大ேまで៘ၥに来られま

すが、その年㱋、年㱋のࢠࣝࢿ࢚ーや࣡ࣃーがあって、

やっࡥりえるものが㐪うでしࡻうࡡ。ㄡが来ても႐

ばれます。（利用者さࢇは）ࡻࡕっと面ⓑいࢇだࢁうな

とᛮいます。*7 
 
このように、それࡒれ事๓にᢪいていたᮇᚅは␗なっ

ているが、中でもᑠ森は、農村に来たのはいいが、なか

なか体的に動けないボランティアに対して、農村の風

土性に着目し自ら⪃えて行動するᏑ在として、アーティ

スࢺをᤊえ、ᮇᚅをᐤࡏていたことがわかる。一᪉Ṋ田

は、㈡┴高ᓥ市ᮙ木ྂᒇの「භᩪᛕ㋀り」の継ᢎの

⤒㦂を八女でも活かそうとした。佐⸨は௨๓から山村ሿ

とのὶをᮇᚅしていたことからスムーズにὶに⧅

がったようだ。 
6.2. 地ᇦఫẸのࠖࡾྲྀࡁ⪺ࠕ 

関ಀ者のプロ࢙ࢪクࢺのᮇᚅがそれࡒれ␗なる中で、

୕者がヰし合ってỴめた᪉法は「よかよか」での⪺ࡁ取

りをඖに、おどりのりけを⪃えるということだった。

Ṋ田は、 
 
「よかよか」に来られてる᪉は、だいたい 80（ṓ代）後

半とかですから、ᐇ㝿に茶ᥣみ・茶摘みを手作業でやっ

ていて、かつ八女茶山ှをḷっていたか、少なくとも

作業とともに⪺いていた᭱後の代だとᛮうࢇですよࡡ。

だから、ᙼらにヰを⪺くっていうのが一␒いいかなっ

てᛮったっていうのと、どこの民芸能もそうですけ

ど、ᡓ後っていうのは一つのࢱーニン࣏ࢢインࢺ。ᡓ

தが⤊わって高ᗘ⤒῭成長ᮇにධると生活のあり᪉が

がらっとኚわる。だからከ分、の「よかよか」に㏻

われてるような᪉たࡕがஸくなった後は、もう民芸

能が成り❧たない、ᙼらがᣢってる生活の▱ᜨみたい

なことは伝ᢎされないことがከいのです。*8 
 
と㏙る。茶山ှがḷわれた᪥常をㄒるだけでなく、高

ᗘ⤒῭成長๓の生活の▱ᜨをㄒることのでࡁる᭱後のୡ

代である利用者に⪺ࡁ取りをすることで、当時の茶業や

᪥常の所作だけではなく、りけのための⪺ࡁ取りで

「伝ᢎされないような生活の▱ᜨ」を⪺くことを目指し

ているようだった。そして、その▱ᜨこそが、「当時の᪥

常のㄒり」の中にあるのだという。 
 
䠄民芸能の）形・ᆺをṧすことはでࡁても、その⢭⚄

というかそこに⣣く᪥常性みたいなとこࢁをどうṧ

すのか。（中略）えば、භᩪᛕならභᩪᛕ㋀りに

ෆໟされているᵝ々なことから、これってᮏ当はどう

でもいいことでもあるとᛮうࢇですけど、えば、ど

ういうேが᫇いて、そのேはこの㋀りがᚓពで、この

辺が⣲ᬕらしかったみたいな。あるពどうでもいい

ヰかもしれないけれど、そういうどうでもⰋさそうな

ヰが結ᵓ大事だったりとか。┤᥋的にゝえば、その

りとかっていうのは、その土地の生活と結びついてい

るので。*9 
 
⤊ᡓや、高ᗘ⤒῭成長という転ᮇで失われてしまっ

た「᪥常」の中に、そこを生ࡁᢤいてࡁたே々の▱ᜨや、

民芸能を守り⥆けてࡁた⢭⚄がある。そして、民芸

能に⣣く「り」もまた土地の᪥常、ᬽらしと結びつ

いているからこそ、かつての᪥常を▱るே々に、ヰを⪺

くことを㑅ࢇだとゝえる。 
一᪉「よかよか」の佐⸨は、「ここのධ所者のとࢇど

が、お茶を作っていたேであったからこそ、プロ࢙ࢪク

、りかえりながら、ある利用者をࡩした」とࢳッ࣐とࢺ

ードࢯࣆ࢚取りの家ᗞゼၥ先としてṊ田に⤂したࡁ⪺

をㄒった。 
 
その᪉は、ㄆ▱があるࢇで、行ったらẖ᪥お茶（の

⿄）をくださるࢇですよ。それがどࢇどࢇ⁀まってくる
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家ࡈい⁀まったらこそーっとࡥです。だから⿄いっࢇ

᪘さࢇに㏉そうとᛮってᣢっていったら、（家᪘に）も

う「よかよか」でってください、とゝわれたり。その

᪉が、えらい႐ばれて、いࢁいࢁヰされて、やっࡥり、

お茶が自分の一␒の自ಙ作ࡷࡌないのかな㸽 *10 
 
佐⸨は、家᪘に相ㄯしてまで、Ṋ田にこの利用者を⤂

している。そのேのお茶のこだわりのᙉさから、ヲ

⣽なヰを⪺くことがでࡁるだࢁう、ということに加えて、

そのேが႐ࢇでヰすだࢁうということをண し、ともに

႐ࢇでいる。「みࢇな、お茶を作っていたけど、いࢇࢁな

お茶の⪃えがከ分あったࢁうなあ」と、その利用者に

とって茶業にᚑ事していたことが、お茶の出来௨ୖにい

☜の「自ಙ」となっていたことを、佐⸨自㌟もࢇばࡕ

ㄆしている。 
取りにおいて、Ṋ田は、ゝⴥだけではなく行動ᵝࡁ⪺

式にもὀ目していたと佐⸨はゝう。 
 
䠄お茶を）ᥣࢇでるឤࡌとか、なࢇかこう、その᪉㐩が

᫇こうしてたであࢁう行動ᵝ式であったり、そういっ

たとこࢁをṊ田さࢇがうまくᘬࡁ出してりにして

あったࢇでしࡻうࡡ。だからりけがでࡁあがった

とࡁには、ⓙ、自然に受けධれて、ᢠがなかったの

かもしれない。自分がᬑẁやってた動ࡁがりになっ

てったからです11*。ࡡ 
 
� このことについてはᑠ森も次のようにㄒる。 
  
お茶農家さࢇのヰを⪺いたりして、八女茶山ှの⫼景

を理ゎするみたいなឤࡌですよࡡ。Ṋ田さࢇ的には、

おそらく八女茶山ှのことを地域のேとヰをしたり、

その᫇のお茶࡙くりのヰをしてる時の農家さࢇの⾲

とか手の動ࡁとか、すࡈいぢてたࢇだとᛮいます。 
ேとேの出会いとかὶのことをḷったḷなので、そ

の辺をやっࡥḷモからだけࡷࡌなくて、᫇のே㐩のそ

ういうᬽらしࡪりの中から、そういうのをㄞみゎいて、

㋀りがでࡁて。*12 

 
このようにṊ田は、土地の᪥常、ᬽらしと結びついて

いるが、Ṕྐの中で༑分に伝ᢎされないような生活の▱

ᜨにගを当てる取り組みを行っていたことがわかる。ま

た、ゝⴥだけでなくる⯙い、行動のᵝ式をりけと

して取りධれたことから、地域を▱る者にとって自然に

受けධれることがでࡁるおどりをつくることにつながっ

たのではないかと᥎ᐹでࡁる。 
 ࢫࢭࣟࣉるࡍをไసࡾ࠾ .6.3

⣙ 1 ࣨ᭶の間、山村ሿや、ᅜ㝿࣡ークࣕ࢟ンプのメン

取りを⥆けた結果、おどりには、茶山ှのࡁ⪺ーらとࣂ

ḷモや茶ᥣみ作業の所作なども┒り㎸まれたものとなっ

た。おどりは「よかよか」で、ヰを⪺かࡏてくれた利用

者やタ⫋ဨ、山村ሿのメンࣂーや࣡ークࣕ࢟ンプのཧ

加者にᢨ㟢された。ᑠ森は、⪺ࡁ取りをり㏉り、こう

ㄒっている。 
 
「よかよか」というデイࢧーࣅスの利用者のே㐩と（山

村ሿの）ボランティアがὶすることはまでもでࡁ

たとᛮうࢇですけど、でもὶってࡡ、お茶㣧ࢇでヰ

したらὶなのか㸽っていう。᫇のヰを⪺かࡏてくだ

さいっていうのも一᪉的ࡷࡌないですか㸽でも、アー

ティスࢺのṊ田さࢇが᫂☜な目ᶆをᣢって、おࡌい

㐩とヰをし、ボランティアのேがࢇࡷࡕおばあࢇࡷࡕ

関わって、ある⛬ᗘពᅗを理ゎしながらコミュニケー

ション取ることで、すࡈい✚ᴟ的な関わりになるࢇで

すよࡡ。そのおࡌいࢇࡷࡕ、おばあࢇࡷࡕ㐩も、ただ

⪺かれたことႅってるࢇではなくて、それが㋀りとし

て一⥴にアーࢺ作ရを作る中にධってるわけですよ。

そこにまで山村ሿの手がᒆいてなかったとこࢁがぢ

えたឤࡌがしたࢇですよࡡ。このࣕ࢟ンプの᭱後の᪉

で、ඖᑠ学ᰯの㊧地でみࢇなで㋀ったりしたࢇですけ

ど。Ṋ田さࢇとボランティアがᙺってわけࡷࡌない

ですよࡡ。「よかよか」のே㐩がࡴしࢁᙺだったࡄら

いのឤࡌで。*13 
 
Ṋ田は、地域のㄒり手こそが、民芸能アー࢝イࣂー

だとㄒる。 
 
は「よかよか」っていうとこࢁを࣋ースに生活され

てるってឤࡌのⓙさࢇも、いࢇࢁな⫋業なり、生ࡁ᪉

があったわけなので、民芸能のど点で⪃えると、ᙼ

らっていうのはもう௨ୖに民芸能アー࢝イࣂー。

なࢇかがྡっࡷࡕいけないようなឤࡌなࢇですけ

ど、だからこそ、ᙼらに学ࢇでいく、なければならな

いし、学ࢇでいࡁたいなとはᛮったので。*14 
 
このように、Ṋ田をはࡌめとする࣡ークショップཧ加

者は、地域のఫ民に対して、民芸能アー࢝イࣂーであ
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るというᩗពをᣢって᥋していた。「あなたがここで生

た中での▱ᜨやる⯙いが㋀りに生かされるのࡁてࡁ

です」というពᅗが伝えられ、ఫ民がそれを受ᐜするこ

とで、単なる᫇ばなしではなく、茶山ှがḷわれていた

時代を生ࡁたே々のල体的なヰがㄒられた。ཧ加者はそ

れらの≀ㄒやఫ民のる⯙いを、ぢ㏨すまい、⪺ࡁ㏨す

まいと⯆῝く⪺ࡁ、ᴦしいࡦととࡁを㐣ࡈしたのだと

いう。「ㄒらいの中から㋀りをつくる」という共㏻の目ᶆ

をᦠえていることで、より✚ᴟ性の高いὶが生み出さ

れているようだった。 
 のࡶࡓ࠼⏕にⱆࡓ㛵ಀ⪅に᪂࡚ࡌを㏻ࡾ࠾ .6.4

佐⸨は、これまでも、地域のே々のお茶に対するこだ

わりや、茶業にᚑ事していたヰはよく⪺いていたが、プ

ロ࢙ࢪクࢺを㏻ࡌてᨵめて、地域のே々の「お茶のᛮ

いධれのᙉさ」をឤࡌたという。「いࢇࢁな᪉のお茶の

⪃え᪉やこだわりがぢえた」とㄒり、「ケアとして関わる

時にはぢえなかったそのேの㐪う側面をぢることがでࡁ

た」という。 
 
お茶のヰもよく⪺いていましたが、そのヰの中で（᫇

の▱ᜨを）⩦おうとᛮって⩦えるものでもなく、どう

やってᩍえてもらうかなかなか᪉向が㞴しいなとᛮっ

ていたࢇですが、（⪺ࡁ取りの中の）ࡩとしたⲡやࡩ

としたゝⴥに、えー、そういうことだったࢇだ㸟って

いうឤࡌですよࡡ。あ、こういうேかっていうとこࢁ

がぢえてくると、ケアの᪉法もኚわるしです15*。ࡡ 
 
一᪉ᑠ森は、2020 年、コロࣃࢼンデミックの 中で、

《八女茶山おどり》のイ࣋ンࢺをᐇ行した時にឤࡌたᛮ

いをㄒる。 
 
そࢇな大々的にはኌかけしなかったけど、地域のேに

ఱேかኌをかけたら、みࢇな来てくれて、ពእとᴦし

そうといࡁか継⥆でࢇでやってくれてて、これはなࢇ

うか、しないといけないなっていうឤࡌでしたࡡ。、

茶業組合とか┴茶連のே㐩も⯆ᣢってくれていて一

⥴にやれたらなと。ḷと㋀りとお茶をᴦしࡴっていう、

この 3 つを体㦂するっていうアーࢺプロࢢラムを、も

う少し地域でఱ⟠所かやっていࡁたいなって。子౪㐩

とか一⯡のே㐩にそういうሙを提౪したら、わうの

は、お茶のだけࡷࡌないとᛮうࢇですよࡡ。この八

女茶にたどり着いた⫼景とか、そこにᦠわってる農家

のᬽらしとか。環境とかそういう所もྵめて、わう

とか、ᴦしࡴっていうのが大事だとᛮうので。そうい

うのが《（八女）茶山おどり》のプロ࢙ࢪクࢺとしてで

 たらいいなあってᛮってます。*16ࡁ
 
このようにプロ࢙ࢪクࢺがᒎ㛤することによって、そ

れまで᥋していたேのูの側面がぢえることで᥋し᪉が

ኚわったり、茶という文化の⫼景にあるᬽらしや生活に

ᛮいを㥅ࡏるࡁっかけとして機能していることがうかが

える。 
 る㛫ࡍ㎰ᮧにᅾࡀࢺࢫࢸ࣮ .6.5

2019 年のዟ八女芸農プロ࢙ࢪクࢺのᮇ間中は 5 ❶で

ヲ㏙したように、アーティスࢺのṊ田やᅜ㝿࣡ークࣕ࢟

ンプメンࣂーは、山村ሿのᣐ点である➟ཎᮾὶセン

 。ー「えがおの森」に在していたࢱ
ᑠ森は、長ᮇ在によって、እ部から来たཧ加者たࡕ

が、ኳೃや一᪥のὶれなど農的な時間を地域ఫ民と共有

し、ཧ加者と地域ఫ民の間に会ヰが生まれていたという。

ゝⴥだけのㄝ᫂では伝わり࡙らかった山村ሿの活動が、

ᐇ㝿に࣡ークࣕ࢟ンプメンࣂーやボランティアが農作業

をすることで、地域にᾐ㏱していった。 
 
ᾏእのボランティアをྵࡴⰍࢇなேたࡕが長ᮇ在す

るようになって、ᙼらはⲡสりをしたり᪥㡭の農作業

をするࢇですよࡡ、周りの農家のேたࡕと。㞵㝆った

らのࢇびりしてるし、朝᪩く田ࡰࢇ行ってこう、ࡻࡕっ

と田ࡰࢇの水ぢたりとか、農家のேたࡕと同ࡌ時間を

እ部のேが㐣ࡈすࡷࡌないですか。それでだいࡪ、こ

の地域のேたࡕから、山村ሿとかボランティアはなࢇ

 。がしてࡌみたいなのがᰁみΏったឤࡒ
それがやっࡥ༳㇟的だったのは、それまではそのと

ᳺཎさࢇと地域のேたࡕがヰをするࢇですよ。 はㄝ

᫂するࢇですけど、ㄝ᫂してもㄝ᫂してもࡡ、㏻ࡌない

ことがいっࡥいあって、理ゎしてもらえないことたく

さࢇあったࢇだけど、長ᮇ在のボランティアがここ

に来だすと、地域のேたࡕがボランティアに㉁ၥして、

ボランティアがㄝ᫂するようになったࢇです17*。ࡡ 
 
また、Ṋ田と佐⸨の間に❧って‽ഛを㐍めていたᑠ森

は、Ṋ田が山村ሿに在し、八女市➟ཎでᬽらすことの

ពについて、地域ఫ民との共㏻の土ྎや共㏻ㄆ㆑をᣢ

つことをᣲࡆている。 
 
えば地域集落、農山村にධっていって、その地域の
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⡿作りのことを全く▱らないで、こういうࣈ࢙࢘デ

ザインとかᚓពなࢇで、この地域のお⡿がどうやった

られるか一⥴に⪃えましࡻうってゝってくるேをಙ

用でࡁるかってヰですよ。 
でもそのேが、うࡕのᐇ家は農家でẖ年おࡌいࢇࡷࡕ

と一⥴に田᳜えしてるࢇですよみたいなேだったら、

ከ分ヰはでࡁるとᛮう。そういうやっࡥ作法かもしれ

ない、一✀のࡡ。相手と共㏻の土ྎがでࡁていてこそ、

ఱか作ࢁうっていうヰになるとᛮうので、Ṋ田さࢇと

かが在して࣡ークࣕ࢟ンプのே㐩と生活をともにす

るというとこࢁのព合いもあるࡷࡌࢇないかなとᛮ

います。 
この土地の共㏻のㄆ㆑をまࡎᣢつとか。未⤒㦂だった

とこはㅬに学ࡰうとするとか、相手をᑛ重して≀事

を㐍めるとか。ఱでもそうだとᛮいますけど18*。ࡡ 
 
一᪉でṊ田は、ዟ八女芸農プロ࢙ࢪクࢺのプロࢢラム

とはูに、➟ཎでᬽらした時間や、山村ሿや地域ఫ民、

そして࣡ークࣕ࢟ンプのメンࣂーと共に㐣ࡈしたことに

ពがあると⪃えていた。 
 
農作業、⪺ࡁ取りもするけど、作業もやって、➟ཎで

ᬽらした時間、ᑠ森さࢇとかⰍࢇな᪉と㐣ࡈした時

間っていうのが、⪺ࡁ取りの時間とูにあるとᛮう。

�中略�ᇶᮏ的にはᾏእから来た࣡ークࣕ࢟ンプメン

の時ࢺーがいて、ᙼらと生活を共にしながら、アーࣂ

間は半分で、農作業が半分、っていうことをやってい

たので。ⲡสりそのものも、もࢇࢁࡕ㐩成ឤとかẼᣢ

いいっていうのはあるかもしれないけど、それ௨ୖࡕ

に࣡ークࣕ࢟ンプメンࣂーと一⥴にやるとこࢁには

ពがあったから。*19 
 
また、アー࣡ࢺークの時間では、Ṋ田はアーティスࢺ

として、《八女茶山おどり》の創作や࣡ークショップをᐇ

するㅮᖌの❧ሙであった。しかし、ᙼは࣡ークࣕ࢟ン

プメンࣂーを「一⥴に生活するே」とᤊえ、農作業や生

活を共にするために、ព㆑的にる⯙っていたことが分

かる。 
 
ᙼらと農作業するし、アーࢺの時間はがあるព先

生みたいなので、そこにあࢇまり差をつけたくなかっ

たですࡡ。先生っていうࡻࡕっと 1 ẁୖみたいなឤࡌ。

㣤ࡈなくて、一⥴に生活するேみたいな。だからࡷࡌ

ももࢇࢁࡕ一⥴に作ってたし、ᤲ 㝖もしていた。�中略�

周りのேたࡕにᤲ㝖をしてるጼをぢࡏるかというかከ

分それとそࢇなにኚわらないとᛮいます。*20 
 
このような⤒㦂を㏻ࡌてᑠ森は、アーティスࢺが農村

で創㐀的に生ࡁることが、体的に農村でᬽらすことを

提示することにᐤすると⪃えはࡌめたという。 
 
�アーࢺやアーティスࢺに�ᮇᚅするのは、創㐀的であ

ることだとᛮうࢇですよࡡ。体的に≀事を㐍める力

があるとᛮうࢇですよࡡ、自分のアイデアとか、⪃え

をࡡ。それを๓に出して、周りのேたࡕに伝えていくっ

ていうとこࢁが長けているとᛮうので。*21 
 
このような発ゝからは次のようなことがㄞみ取れる。

アーティスࢺや࣡ークࣕ࢟ンプメンࣂーなど地域እから

来たே々が、ᐇ㝿にその土地でᬽらしながら農作業にᚑ

事することで、地域ఫ民とእ部からのཧ加者の間に共㏻

の土ྎや共㏻ㄆ㆑が形成されていた。また、在ᮇ間中

の農作業やアー࣡ࢺークのプロࢢラムや共同生活を㏻し

て、アーティスࢺは山村ሿや࣡ークࣕ࢟ンプメンࣂーと

ෆ部の関ಀ性もᵓ⠏しており、アーティスࢺの、自ら⪃

えて体的に行動し、ീするというጼໃが、農村にఫ

ーの่⃭となって、行ࣂே々や、࣡ークショップメンࡴ

動に結びついていくことがᮇᚅされている。 
6.6. ᙜ⪅௨እᗈࡾࡀをᣢྍࡘ⬟ᛶ 

� 八女茶山ှのḷい手として㤿ሙ⨾㞞は、当時㡢㡪ス

として関わっていた山ᮏ㝯文のኌかけで、当プロࣇッࢱ

にཧ加することになった。2019ࢺク࢙ࢪ 年௨㝆、山村ሿ

ദイ࣋ンࢺの「ှって㋀ってわう八女茶山」や八女

ၟ工会会㆟所ദの「新茶まつり」など、八女茶山ှと

《八女茶山おどり》を合わࡏてᢨ㟢している。 
� 㤿ሙは、八女茶山ှのḷい手として民ㅴや茶山ှのᑗ

来について、民ㅴが㌟近なᏑ在でなくても、八女茶山ှ

はḷえるேたࡕを作りたいとヰす。 
  
やっࡥり高㱋化になって（民ㅴの）大会もでࡁないみた

いなឤࡌになっているので。民ㅴをูに⩦っているわ

けࡷࡌないけど、茶山ှはḷえるっていうேを作りた

いなとᛮって。（中略）ูに民ㅴをやってるわけでも

ないけど、茶山ှに⯆があるேたࡕがࡻࡕっと⦎⩦

してもらうとⰍ々ᗈがるかなとᛮってです22*。ࡡ 
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Ṋ田の《八女茶山おどり》を創作するẁ㝵のᛮいと㤿

ሙのᮇᚅには、共㏻している部分がぢられた。Ṋ田は、

《八女茶山おどり》において、出会いや⦕を題とした

ሙ࡙くりを⪃えていた。 
 
《八女茶山おどり》という、あるពの⚍りみたいな

とこࢁで出会ったேたࡕが、その後ὶというかな、

⥆けていけるような⣲地として、出会いみたいなとこ

それは、八女。ࡡですࢇを置いて作ってあるࡁに重ࢁ

茶山ှのḷモからなࢇですけど、▱らないே同ኈが出

会って、その後も⦕を᫇ながらみࢇなでこの土地、㐪

うとこࢁから来ていらっしࡷる᪉もいるけれど、その

辺を大事にしていこうみたいなもので。そういう᪥常

にまた⧅がってᖐっていけばいいなっていうとこを

ᛮっていました23*。ࡡ 
 
このように、民芸能やその伝ᢎにᦠわる❧ሙからは、

八女茶山ှの民ㅴだけではないධりཱྀや、ᗈくみࢇなで

共有でࡁ、一⥴に㋀ったேたࡕの᪥常に⧅がることを求

めていたことが分かる。 
6.7. ᑠᣓ 

中山間地域においてどのような風土性、すなわࡕ、地

域固有の自然、Ṕྐ、文化、㐣ཤの生業や生活などሙ所

のグ᠈に着目したアーࢺプロ࢙ࢪクࢺが行われᚓるのだ

ーリーを⤫合し、ୖ㏙しࢺスࣇうか。ここまでのライࢁ

たようなᮏㄽの目的と↷らし合わࡏると次のようなこと

が㏙られるだࢁう。 
ᅇのプロ࢙ࢪクࢺを㏻ࡌてアーティスࢺは、土地の

᪥常、ᬽらしと結びついているがṔྐの中で༑分に伝ᢎ

されないような生活の▱ᜨにගを当てていた。また、

ᅇの⪺ࡁ取りの対㇟であった地域ఫ民に対して「民芸

能アー࢝イࣂー」、すなわࡕ、生ࡁていくなかでの▱ᜨや

る⯙いを自然と✚しているᏑ在であるとᤊえていた

ようだ。 
またアーティスࢺがゼၥするだけでなくᐇ㝿にその土

地でᬽらしながら農作業にᚑ事することで、地域ఫ民と

እ部からのཧ加者の間に共㏻の土ྎや共㏻ㄆ㆑が形成す

ることにᐤしていた。 
ල体的な㋀りの制作プロセスにおいては、地域ఫ民が

㐣ཤのグ᠈をㄒる㝿のる⯙い、行動のᵝ式をりけ

として取りධれていた。そのὶのᵝ子が、地域の担い

手にとっては、おどりを作る、という᫂☜な目ᶆをᦠえ

ていることで、✚ᴟ性の高いὶが生み出されているよ

うにぢえていた。アーティスࢺの、自ら⪃えて体的に

行動し、ീするというጼໃが、農村にఫࡴே々や、࣡ ー

クショップメンࣂーの่⃭となって、行動に結びついて

いくプロセスがぢてとれた。 
その結果制作された㋀りは、茶という文化の⫼景にあ

るᬽらしや生活にᛮいを㥅ࡏるࡁっかけとして機能する

とともに、ᗈくみࢇなで共有でࡁる㋀りになったことで、

一⥴に㋀ったேたࡕの᪥常に、農村文化やその⫼景にあ

るものが伝わっていくྍ能性をࡦらくものとなっている、

と当事者のあいだに手応えをឤࡌさࡏるものになってい

た。 

7. ⤖論 

ᮏ研究の目的は、中山間地域において風土性を活かし

たアーࢺプロ࢙ࢪクࢺがどのように行われᚓるかを᳨ド

することにあった。また、こうしたアーࢺプロ࢙ࢪクࢺ

がᐇされることで、၈ᓮらが指摘するようなインセン

ティࣈがどのように生まれᚓるのかを状況ᩚ理すること

も目指した。 
中山間地域においてどのような風土性、すなわࡕ、地

域固有の自然、Ṕྐ、文化、㐣ཤの生業や生活などሙ所

のグ᠈に着目したアーࢺプロ࢙ࢪクࢺが行われᚓるかと

いう点について、事を題ᮦとしたライࣇスࢺーリー研

究の手法を用いて᳨ウした結果、次のようなことがᾋか

びୖがった。アーティスࢺがṔྐの中で༑分に伝ᢎされ

ないような生活の▱ᜨにගを当て、ᐇ㝿にその土地でᬽ

らしながら農作業にᚑ事することで、地域ఫ民とእ部か

らのཧ加者の間に共㏻の土ྎや共㏻ㄆ㆑が形成すること

にᐤしていたことがわかった。またල体的な㋀りの制

作プロセスにおいては、㋀りを制作するという᫂☜な目

ᶆをᦠえていることで、✚ᴟ性の高いὶが生み出され

ていた。このようなアーティスࢺの、自ら⪃えて体的

に行動しീするというጼໃが、農村にఫࡴே々や、

࣡ークࣕ࢟ンプメンࣂーの่⃭となって、行動に結びつ

いていくプロセスがぢてとれた。その結果制作された㋀

りは、一⥴に㋀ったேたࡕの᪥常に、農村文化やその⫼

景にあるものが伝わっていくྍ能性をࡦらくものとなっ

ていることが示၀された。 
またそのことで、インセンティࣈがどのように生まれ

ᚓるのかという点については、M-GTA を用いたインࢱ

の分析から次のようなことがわかっࢺューやアンケーࣅ

た。担い手に対してዟ八女芸農プロ࢙ࢪクࢺがもたらす

ものは、地域の伝⤫やṔྐを㏻ࡌて文化の重せ性にẼ࡙ 
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なる⫼景をᣢつே々に᥋点をつくり、ᐇ㝿に㌟体␗、ࡁ

を動かすことを㏻ࡌて地域の新たなぢえ᪉をಶ々ேが⋓

ᚓすることにあるということが指摘でࡁた。そのことで、

アーࢺを㏻ࡌて農村文化の学びを῝めることがでࡁる

ことが示၀された。 
᭱後に、里地保全活動のᐇ㊶における関ಀ者間のコ

ミュニケーションについてㄽࡌた၈ᓮらの㆟ㄽと᥋合す

ることで、プロ࢙ࢪクࢺのᐇ㊶やそのインセンティࣈの

⪃ᐹからもたらされる中山間地域におけるアーࢺプロ

におけるコミュニケーションࣔデࣝについて提ࢺク࢙ࢪ

㉳する。၈ᓮらは、㸯）活動のึᮇẁ㝵において、協㆟

会にみられるようなከᵝなேᮦが新たに関ಀをもつሙの

創出、㸰）活動⤒㦂を㏻しての里地保全活動による価್

の共有、㸱）ಙ㢗にᇶ࡙く関ಀ者との関ಀ性のᵓ⠏にど

のようにᐤしていることの示၀という 3 点がコミュニ

ケーションの࣏インࢺであるとㄽࡌている。この点につ

いてᅇのㄪᰝ結果と↷らし合わࡏてみる。 
まࡎ๓提として、農村にアーティスࢺが在しཧ加ᆺ

であり地域の文⬦を活かしたプロ࢙ࢪクࢺを行うことを

㏻ࡌて、地域の伝⤫やṔྐを㏻ࡌて文化の重せ性にẼ࡙

くことがでࡁる。その結果としてᅗ 2 に示すような௨下

のプロセスが生み出される。 

㸯）アーティスࢺ自㌟が作ရを協ാで制作するという

᫂☜な目ᶆをᦠえていることで、✚ᴟ性の高いὶが生

み出される。その結果として、␗なる⫼景をᣢつே々に

᥋点をつくることがでࡁる（ከᵝなேᮦが新たに関ಀを

もつሙの創出）。 
㸰）地域ఫ民やእ部者がΰࡌり合いながら共に活動す

ることを㏻ࡌて、地域の新たなぢえ᪉をಶ々ேが⋓ᚓす

るዎ機が生まれる。結果として生まれた作ရが、一⥴に

㋀ったேたࡕの᪥常に、農村文化やその⫼景にあるもの

が伝わっていくྍ能性をࡦらくものとなる（活動⤒㦂を

㏻しての価್の共有）。 
㸱）アーティスࢺがṔྐの中で༑分に伝ᢎされないよ

うな生活の▱ᜨにගを当て、ᐇ㝿にその土地でᬽらしな

がら農作業にᚑ事することで、地域ఫ民とእ部からのཧ

加者の間に共㏻の土ྎや共㏻ㄆ㆑が形成することにᐤ

する（ಙ㢗にᇶ࡙く関ಀ者との関ಀ性のᵓ⠏）。 
このように、ከᵝなேᮦが新たに関ಀをᣢつためのሙ

をᵓ⠏し、活動⤒㦂を㏻ࡌてそこで生まれているከᵝな

価್を共有し、ಙ㢗にᇶ࡙く関ಀ者との関ಀ性のᵓ⠏が

行われている。それに加え、アーティスࢺの、自ら⪃え

て体的に行動しീするというጼໃが、地域ෆእの

ே々の่⃭となって、次なる行動に結びついているので

図2　里山保全実践から考える《八女茶山おどり》製作のコミュニケーション（筆者による）
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ある。 
ᮏ研究は事研究であるため、後この▱ぢを用いて

事を分析するための足かりとしたい。また民ㅴが

ᮏ事で用いられていることに関連し、共同体形成と民

ㅴについての⪃ᐹがᲚ 16)により行われている。Ლは

現代における「民ㅴ」のゎ᫂に関する研究として⛅田┴

における民ㅴ社会のㄪᰝをᐇしている。その成果とし

て、地⦕・⾑⦕といったᴫᛕと結びけられやすい農村

部にも㊃によって結びけられた社会的ࢿッ࣡ࢺーク、

すなわࡕ「㊃の共同体」があるということ、そして民

ㅴの「ሙ」の重せ性とከᵝ性が示されている。ステーࢪ

ୖでḷうのがᇶᮏになっている現代民ㅴに対して、伝⤫

的な民ㅴとも␗なるཧᆺのሙもᏑ在し、⾶㏥の一㏵を

たどる民ㅴの現代的ྍ能性が示されている。このᲚの

指摘は、農村社会で継ᢎされている民ㅴが新たな共同体

の形成のሙとして、後のᒎ㛤のྍ能性があることを示

している。こうした㆟ㄽについても後ᮏ事の研究を

さらに῝める㝿のഐ⥺としたい。 
 
ㅰ㎡ 

インࣅࢱューにࡈ協力いただいたⓙᵝに῝くឤㅰ⏦し

ます。ᮏ事業のᐇにあたっては文化ᗇ「大学におࡆୖ

ける文化芸術᥎㐍事業」のᨭを受けました。ᮏ研究は、

R4年ᗘே社⣔学㝿⼥合プロࢢラム 0304のᨭを受けた

ものです。 
 
 
ὀ 

*1  このプロ࢙ࢪクࢺは二つのプロࢢラムによりᵓ成されており、一つ

は、≉ㄆᐃ NPO 法ே山村ሿが長年ᐇしている在ᆺ体㦂活動ᅜ

㝿࣡ークࣕ࢟ンプと協ാする「ዟ八女芸農࣡ークࣕ࢟ンプ」。もう一

つは、▷ᮇ合ᐟㅮᗙの「ዟ八女芸農学ᰯ」であった。 
*2  ᖹ成 29 年 8 ᭶に㛤所。ᐃဨの 29 ྡに対して 23 ྡが利用Ⓩ㘓をし

ており、現在の利用者はࡰ➟ཎ地༊のఫ民である。 
*3 インࣅࢱューでのᑠ森耕ኴの発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 
*4 インࣅࢱューでのṊ田力の発ゝ（2022 年 4 ᭶ 19 ᪥）。 
*5 インࣅࢱューでのṊ田力の発ゝ（2022 年 4 ᭶ 19 ᪥）。 
*6 インࣅࢱューでのṊ田力の発ゝ（2022 年 4 ᭶ 19 ᪥）。 
*7 インࣅࢱューでの佐⸨Ⰻኴの発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 
*8 インࣅࢱューでのṊ田力の発ゝ（2022 年 4 ᭶ 19 ᪥）。 
*9 インࣅࢱューでのṊ田力の発ゝ（2022 年 4 ᭶ 19 ᪥）。 
*10 インࣅࢱューでの佐⸨Ⰻኴの発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 
*11 インࣅࢱューでの佐⸨Ⰻኴの発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 
*12 インࣅࢱューでのᑠ森耕ኴの発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 
*13 インࣅࢱューでのᑠ森耕ኴの発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 

*14 インࣅࢱューでのṊ田力の発ゝ（2022 年 4 ᭶ 19 ᪥）。 
*15 インࣅࢱューでの佐⸨Ⰻኴの発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 
*16 インࣅࢱューでのᑠ森耕ኴの発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 
*17 インࣅࢱューでのᑠ森耕ኴの発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 
*18 インࣅࢱューでのᑠ森耕ኴの発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 
*19 インࣅࢱューでのṊ田力の発ゝ（2022 年 4 ᭶ 19 ᪥）。 
*20 インࣅࢱューでのṊ田力の発ゝ（2022 年 4 ᭶ 19 ᪥）。 
*21 インࣅࢱューでのᑠ森耕ኴの発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 
*22 インࣅࢱューでの㤿ሙ⨾㞞の発ゝ（2022 年 3 ᭶ 24 ᪥）。 
*23 インࣅࢱューでのṊ田力の発ゝ（2022 年 4 ᭶ 19 ᪥）。 
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㞵被災中山間集落におけるಟ景デザインによる⯆ᨭ 
ᖹ成 29 年 7 ᭶九州部㞵で被災した⚟ᒸ┴朝市志Ἴᖹᴮ集落における᷼山ぢᬕྎ࡙

くりを事に 
Recovery Support Activities through Landscape Design on Mountain Village which was Damaged 
by Torrential Rains 
A Case Study of the landscaping of a Kunugiyama Observation Spot in Hiraenoki village, Shiwa, Asakura City, FUKUOKA
Prefecture, which was Damaged by the Torrential Rain in July 2017 

朝廣和夫 1 㮖ぢ┤⣖ 2 ᶫ∎Ⰻ⳯ 3� � � � � 佐⸨ᐉ子 4� � � ⸨ཎᩗ大 4 
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作田耕ኴ郎 4           ୕㇂Ὀᾈ 5 
SAKUTA Kotaro� � � MITANI Yasuhiro 

 

Abstract 
This paper reports that the recovery support through 
collaboration using landscaping design in the Hiraenoki 
village of Shiwa, Asakura City, Fukuoka Prefecture, 
which was damaged in the July 2017 torrential rain-
storm in northern Kyushu, with a particular focus on the 
process of landscaping a flower tree garden called 
“Kunugiyama Miharashi-dai”. The residents established 
a restoration committee to ensure the village’s continu-
ity and envisioned the development of restoration activ-
ities through landscape design. The committee request-
ed support from Kyushu University and jointly planned 
activities, secured funding, formulated a planting plan, 
and implemented the activities. This paper reports on 
the design process as a case study. 

 めにࡌࡣ .�
近年、地⌫ ᬮ化のᙳ㡪と⪃えられるྎ風、㞵によ

る⃭⏒災害が増加ഴ向にある。ᾏ水 ᗘのୖ᪼、水Ẽ

㔞の増加などがሗ㐨で伝えられている。これらの災害で

大ࡁな被害を受ける対㇟として農業をあࡆることがでࡁ

る。2006 年から 2020 年までの災害における農業関連被

害㢠のࢢラࣇをᅗ 1 に示す。ᮾ᪥ᮏ大㟈災の被害が᭱も

（※掲載決定後に編集ＷＧで記載） 
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豪雨被災中山間集落における修景デザインによる復興支援
平成 29 年 7月九州北部豪雨で被災した福岡県朝倉市志波平榎集落における櫟山見晴台
づくりを事例に
Recovery	Support	Activities	through	Landscape	Design	on	Mountain	Village	which	was	
Damaged	by	Torrential	Rains
A	Case	Study	of	the	landscaping	of	a	Kunugiyama	Observation	Spot	in	Hiraenoki	village,	Shiwa,	Asakura	City,	
FUKUOKA	Prefecture,	which	was	Damaged	by	the	Torrential	Rain	in	July	2017

朝廣和夫 1	 鷲見直紀 2	 橋爪良菜 3	 佐藤宣子 4	 藤原敬大 4
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図1　�近年の災害における農業関連被害額�

2006～2020年の農林水産省が刊行する食料・農業・

農村白書を参照し作成
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ከく、そのの年は被害㢠の少ない年があるものの全体

的に増加ഴ向を示している。Ẽ㇟災害の✀㢮は、津Ἴの

、㞷害、ྎ風、㞵・長㞵、෭害 1)などᵝ々である。

しかしながら、農地のᪧにはᩘ年をせすることもあり、

そのᅇ力は農家の営ࡴ農業のつᶍ、❧地、年㱋により

␗なる。中長ᮇ的な農業、農村、それをᨭえる自然環境

のᣢ⥆的な保全を⪃えるとࡁ、単に農地のᪧにとどま

らࡎ、コミュニティの⥔ᣢ、そしてᑗ来の担い手の☜保、

災害にᙉい農村࡙くり、自然環境の生などが求められ

る。 
ᮏ活動は、ᖹ成 29 年 7 ᭶九州部㞵 2)で被災した

ᰠᅬを営ࡴ⚟ᒸ┴朝市志Ἴ地༊のᖹᴮ集落（௨下、ᖹ

ᴮという）における⯆活動を対㇟とする。高㱋化とே

ཱྀ減少の㐍ࡴこの集落では、㞵災害により半ᩘのୡᖏ

が出し、災害ᪧ工事のᙳ㡪もあり管理でࡁないᰠᅬ

が増加した。ఫ民は集落をᏑ⥆さࡏるためにᖹᴮ⯆ጤ

ဨ会を発足さࡏ、ಟ景࡙くりによる⯆活動のᒎ㛤をᵓ

した。このጤဨ会は活動を᥎㐍するためにⴭ者らのཧ

⏬する九州大学⯆ᨭᅋᨭをせㄳした。ⴭ者らは

そのせㄳを受け、ᖹᴮ⯆ጤဨ会や地域のദしのཧ加、

ಟ景の対㇟となるぢᬕྎにおける活動の❧、㈨㔠の☜

保、㓄᳜ィ⏬の⟇ᐃ、活動のᐇに関するᨭをᒎ㛤し

た。ᨭの中ᚰとなった事業は、管理でࡁないᰠᅬを農

地地目からእし、ぢᬕྎとして置࡙け、ఫ民の集うሙ

とする᷼山ぢᬕྎ࡙くりである。ከᩘの関ಀ者が協力し、

ᰠをఆ᥇するなどの‽ഛを重ࡡ、⯆᳜ᶞ⚍を㛤ദしⰼ

木㢮の᳜᱂を行った。（➨一ⴭ者）はにಟ景デザインを

担当し、連ྡⴭ者らと共に社会的ㄪᰝ、ྛ活動の᥎㐍を

行った。 
このような被災地において、被災者が景観の生によ

るᒃఫពᛮの高ᥭ、集落のᏑ⥆をពᅗした取り組みは「創

㐀的⯆」として置࡙けることがでࡁる。「創㐀的⯆」

というㄒは阪⚄・ῐ㊰大㟈災より用されることがある

ものの、ᒸ田（2012䠅3)は、ᪧ・⯆政⟇が被災地の現

状や被災者の㢪いと࣐ッࢳしない事があることをᢈุ

している。それは、地域ఫ民が生業の自ᚊ的な⯆をᶍ

⣴し、そこにᨭを行うࡁという⪃え᪉である。これ

は、⥴᪉㈆子とア࣐ࣝティア・センが取り組ࢇだ「ே間

のᏳ全保㞀」の地域社会やே々の能力ᙉ化に重ࡁを置く

⪃え᪉とも㏻ࡌる。このようなㄽ点を㋃まえたうえで、

እ部の大学やㅖ機関がᨭにධることは有効であࢁう。 
一᪉、災害後に管理でࡁない農地の集落ᘓに㈨する

ಟ景࡙くりに関する᪤ 研究はとࢇどぢられない。農

地からእした時点で事業対㇟とならないことなどが⪃え

られる。なお、加⸨（2013䠅4) は、新₲┴中㉺地㟈後の

山間集落のᘓと地域࡙くりのᙺについて、㟈災ボラ

ンティアとして関したእ部ᅋ体のཧ⏬により、集落

生・⯆に向けたఫ民体の⯆᳨ウ組⧊が作られ、࢜ー

プン࢞ーデン➼の新たな取り組みや伝⤫行事の㐠営など

が行われたሗ࿌がなされている。 
集落は、なࡐ、このような取り組みのᐇに⮳ったの

か。このような取り組みをどのようにᐇ現さࡏたのかに

ついて、大学の関のど点からィ⏬・ᐇされた᷼山ぢ

ᬕྎを作ရとしてᤊえ、ᐇ現に⮳る⤒⦋、ィ⏬のㅖせ௳、

その成果をグ㏙することで、後の災害における㢮ఝの

活動ᒎ㛤にᐤすることがᮃましいと⪃えた。 
ᮏ作ရのᐇ・ᐇ現に⮳る⤒㐣のグ㘓は、ᖹᴮのᴫせ

とぢᬕྎのデザイン㐣⛬の⤂を㏻ࡌ、ಟ景デザインが

᳨ウされた⫼景、᪉法、その成果をㄽࡌ、後の農村集

落の被災後の⯆活動にᐤすることである。 

�. ᑐ㇟地にࡘい࡚ 

�.�. ᮅᕷᚿἼᖹᴮ集ⴠのᴫせにࡘい࡚ 
ᮏಟ景࡙くりの対㇟地は、⚟ᒸ┴朝市志Ἴ地༊のᖹ

ᴮである（ᅗ 2）。この集落は、⟃後ᕝ中ὶ域の中山間地

に置し、面✚ 2.82km2を有する。 
集落のṔྐはྂく、中ୡのྂᇛ伝ㄝと୕社ಙ௮がᏑ在

する。ᯄ木⏫ྐห行ጤဨ会ࠗᯄ木⏫ྐ࠘によれば、ᖹᴮ

には、ቭࣀᾆのᡓいでᩋれたᖹ家が行ࡁ着ࡁ、⠏いたと

されるྂいᇛ㊧があり、現在の⛅ⴥ⚄社が♭ってあるሙ

所に当たるとされている。現在のᖹᴮは、ඖ々「ᖹ（だ

いら）」と「ᴮ（えのࡁ）」という 2 つの集落が᫂㡭に

合ేし、集落ෆには」ᩘの文化㈈がᩓぢされる（ᅗ 3）。
ಙ௮にまつわる文化㈈は、ᐑ地⊹⚄社・⛅ⴥ⚄社・ឡ

⚄社の୕社である。その、⣡㦵ᇽ、お大ᖌᵝ、観㡢ᇽ、

ᶒ現ᇽがあり、⚄社、おᇽ、⣡㦵ᇽはいࡎれも集落の高

ྎに㙠ᗙされていた。 
この地༊ではᰠ生⏘が営まれており、志Ἴ地༊では大

ṇึᮇに 3 ୡᖏが᭱ึに取り組み、そのෆ 1 ୡᖏがᖹᴮ

のୡᖏだったそうである。集落ෆには大ṇ 15 年に᳜え

られた志Ἴᰠのཎ木がṧり、100 年௨ୖにわたりᰠ生⏘

が行われてࡁた。ᰠ生⏘の᭱┒ᮇは高㏿㐨㊰が㛤㏻した

1990 年㡭とされる。当時は、農地が一 100㹼150 

で取ᘬされたが、現在は 30 ⛬ᗘに下落している。

ᰠ生⏘は、大つᶍな機械化がᅔ㞴であり、ᅬ地のり手

や後継者が不足する現状である。高㱋化が㐍み、少ない
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ປാ力で⥔ᣢするために、農㐨がᩚഛされ㌴がᶓけで

る作業のしやすい農地をඃ先的に管理し、それ௨እはࡁ

ఫ民による共同管理をしつつあるということであった。

ᖹᴮ集落のேཱྀは、被災๓の 35 ୡᖏ（朝市 2019 年㈨

ᩱ）から 20 ୡᖏ（௧和 2 年ᗘᖹᴮ༊自㑊㞴体制）、

ேཱྀは 81 ྡから 50 ே（61.7㸣）と減少した。 

�.�. ���� 年 � 月ᕞ㒊㞵の⿕⅏にࡘい࡚ 
このᖹᴮは、2017 年 7 ᭶九州部㞵で⣙ 1,000mm/᪥

の㞵にぢ⯙われ、ᕝἢいのከくの家がὶ失した。結果的

に、ேཱྀはୖ㏙したように⣙ 30 ྡ近くが出し、ᖹᆒ

年㱋は⣙ 60 ṓとなった。また、地㉁はⰼᓵᒾのため、

その風化した土ተが㞵によりከくの㇂で地りを㉳こ

し、かࢁうࡌてᰠᅬ地のᩳ面下の集落は被害をචれた。

ᰠᅬにあるᶒ現ᵝ、ᑿ根部の⛅ⴥ⚄社➼、文化㈈のከく

は被害をචれており、村が長い年᭶を⤒てのతまいに

⮳っているとᐃされる。 

�. ᖹᴮ⯆ጤဨのぢᬕྎ࡙ࡾࡃの⤒⦋にࡘい࡚ 

�.�. ᖹᴮ⯆ጤဨの㐃ᦠのྲྀࡳ⤌ࡾにࡘい࡚ 
ここで᷼山ぢᬕྎ࡙くりの⤒⦋を⾲ 1、および、関ಀ

ᅋ体連ᦠᅗをᅗ 4 に示す。ᖹᴮ⯆ጤဨ会（௨下、⯆

ጤဨ会という）は、2018 年 4 ᭶に結成された。༊民が

ཧ加する常会では高㱋のୡ代から「この地༊をᗘもり

あࡆるために⯆ま࡙ࡕくりを行いたい」、「集落にⰼ木

を᳜᱂し⯆を㐍めよう」という提が行われた。しか

しながら、⯆ጤဨ会をᵓ成するୡ代（65 ṓ๓後）は「地
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年 月日 項目・内容
4月 平榎地区常会で、住民より修景による復興の提案がなされる
5月 九州大学復興支援団内で平榎地区への支援協力の呼びかけ
6月6日 平榎復興委員会の委員長H氏と九州大学（第一著者）が打合せ

6月13日 平榎地区内で女性だけの話し合いの会が持たれる
7月23日 よど祭り：花火祭り・懇親会
7月25日 平榎復興委員会の委員と大学関係者で集落巡り
8月26日 集落会議において、大学側から集落巡りの報告を実施

10月22日 平榎復興委員会：柿園地維持、景観づくりの場所、樹種選定を検討
10月26日 平榎復興委員会を中心に集落で鬼行事と見立てを実施
11月28日 平榎復興委員会と大学関係者で柿の実紅葉観察会を実施
12月28日 平榎集落として餅つきイベント、地域作り報告会、懇親会を実施

3月 令和２年度「 緑と水の森林ファンド 」公募事業助成申請
7月22日 助成申請採択

8月23日
集落の関係者と大学で見晴台の草刈りを実施
第一著者らにより櫟山見晴台の平板測量を実施

9月 第一著者らによりSkecthUpで平面図作成、模型製作
9月18日 平榎復興委員会の実施
11月2日 平榎復興委員会。NPOあさ･くるが参画し植樹祭プログラムを検討

11月29日
平榎復興委員会と大学、NPOあさ･くるで、柿の実紅葉観察会を実
施。紅葉観察、樹種と位置説明、啓蒙用看板・展示パネルの位置確
認、植樹祭の内容を検討

12月17日 平榎復興委員会
1月29日 平榎復興委員会：植樹会パンフ検討
2月 著者らでパネル、サインの作成
3月6日 平榎復興植樹祭

4月17日
7月18日

11月28日

20
19
年

20
20
年

以下、委員会関連スケジュール割愛、第一著者による調査関連のみ記載

ドローンによる季節別の空中写真撮影

20
21
年

図2　福岡県朝倉市平榎地区の位置図

図3　�櫟山見晴台位置図�

(福岡県朝倉市杷木志波3297)
図4　櫟山見晴台づくりの関係団体連携図

表1　櫟山見晴台づくりの検討経緯
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༊のఫ民だけでは無理なので、እ部から非お手伝いを

お㢪いしたい」ということになった。2019 年 5 ᭶、༊

長および⯆ጤဨ会ጤဨ長より、九州大学ᖹ成 29 年 7
᭶九州部㞵被害ㄪᰝ・ᪧ・⯆ᨭᅋ（௨下、ᨭ

ᅋという）に協力の౫㢗が行われた。ᨭᅋでは工学

研究院の（➨ⴭ者）よりᨭᅋᵓ成ᩍဨにびかけが

行われ、農学研究院の（➨ᅄⴭ者）、（➨ⴭ者）、（➨භ

ⴭ者）、そして、芸術工学院の（➨一ⴭ者）からᨭの⏦

し出を行った。 
ᨭのึ動は 2019 年 6 ᭶に（➨一ⴭ者）と᭱ึのᡴ合

を行い、大学のᩍဨ・学生が⯆ጤဨ会、および、集落ࡏ

の伝⤫行事にཧ加しながら、ಟ景࡙くりの᳨ウを共同して

㐍めることとした。伝⤫行事については、ṇ᭶の୕社ཧり

䠄集落ෆの⛅ⴥ⚄社・ᐑ地ᕌ⚄社・ឡ⚄社）と㙠ⅆ⚍、

ኟの「よど」、⛅の㨣行事「おくࡕࢇ」がある。「よど」、

では、ⅆの⚄ᵝが♭られている⛅ⴥ⚄社でⰼⅆをあࡆ、㨣

行事では、㨣がྛ家をゼၥする。年ᮎには㣰つࡁが行われ、

ᐇにᵝ々なお⚍りがṧっている。これらの伝⤫行事は災害

後に中Ṇされたものもあったが、2019 年ᗘより、連ᦠ活

動と共に㛤された。集落ෆだけではなくእ部ཧ加の

㍯をᗈࡆたことは、新しいヨみとゝえる。 

�.�. ぢᬕྎのᑐ㇟地の㑅定にࡘい࡚ 
ぢᬕྎ対㇟地の㑅ᐃは、に 2019 年 7 ᭶ 25 ᪥から㛤

ጞされた。この᪥は、⯆ጤဨ会メンࣂーと大学のᩍဨ・

学生が集落ෆをᕠるࢺランセク࢛࢘ࢺークをᐇし、集落

ෆのな被災状況、ఫᏯ地、地形、文化㈈、農林地の状況

を☜ㄆした。8 ᭶ 26 ᪥は集落会㆟において、大学側から

集落ᕠりのሗ࿌を行い、関ಀ者で状況の共有を行った。10
᭶ 22 ᪥の⯆ጤဨ会では、（➨一ⴭ者）より᳜᱂がᐃ

されるᶞ✀リスࢺを提示し、ಟ景࡙くりのೃ補地や᳜᱂ᶞ

✀のೃ補についてពぢを出し合った。なお、このẁ㝵で、

ぢᬕྎのೃ補地は 2 か所あり、1 つは、集落す側の観㡢ᇽ

の近く、もう 1 つはᮾ側の᷼山近であった。᭱⤊的に

᷼山ぢᬕྎのᵓがල体化されたのは、11 ᭶ 28 ᪥にᐇ

されたᰠのᐇ⣚ⴥ観ᐹ会である。ᴫࡡ、ᰠのᐇの✭を⤊

えたこの時ᮇに、ᰠのⴥは⨾しいᶳⰍに⣚ⴥする。⯆ጤ

ဨ会のጤဨ長である H Ặは、ࠗ学生さࢇ㐩と⣚ⴥしたᰠᅬ

をṌく中で、「⣚ⴥがࡁれいですࡡ」というពぢを⪺いて、

これだとᛮった と࠘㏙ている。この会が᷼山ぢᬕྎ࡙く

りの新たなアイデアをぢいだす機会となりỴ᩿に⮳っ

たといえる。また、⯆ጤဨ会の中でぢᬕྎをタ置する目

ᶆとして㏙られたのは「集落を出したୡᖏとの協ാ」

であった。家ᒇを失い集落を出ࡊるをᚓなかったఫ民との

集いのሙ࡙くりである。 
ᖹᴮの生活ᇶ┙であるᰠの生⏘つᶍは災害๓の⣙

10.0ha から⣙ 6.0ha 。(く減少することになった*1ࡁと大

Ἑᕝの増水や土砂崩れをまともに受けたᅬ地に加え、ᩘ 年

かかるᪧ工事のᙳ㡪で管理のでࡁないᅬ地もྵまれて

いる。᷼山ぢᬕྎのೃ補となったᩜ地は、後者にヱ当し、

⯆ጤဨ会はᅬから 21.8a の土地を௧和 2 年㹼22 年ま

での 20 年間り受け、地ᩱは全ᮇ間 150,000 とされ

た。土地の㈤㈚ዎ⣙は、としての༊長・⯆ጤဨ長と

㈚し手の間でわされた。地目は農地からእし、ᰠをఆ᥇

し、ⰼ木をぢᬕྎとして᳜᱂することとされた。 
2020 年ᗘに一連の活動をᐇするため、ᅜ土⥳化᥎㐍

機ᵓの⥳と水の森林ࣇンドに「2017 年九州部㞵後

の景観࡙くりによるコミュニティ生」として 2020 年 3
᭶に⏦ㄳし、7 ᭶に᥇ᢥされた。このຓ成㔠に༊㈝やᐤ

などを合わࡏ、対㇟地のⲡสり、ᰠのᶞのఆ᥇作業、

ⱑ木の㉎ධ、大ⱑの⛣動・᳜ ᱂、㮵よけࢿッࢺや㜵ⲡシー

のタ置などをࢺ 2021 年 3 ᭶ 6 ᪥のᖹᴮ⯆᳜ᶞ⚍まで

に共同でᐇした。 

�.�. ィ⏬࣭タィの㐣⛬にࡘい࡚ 
ᮏ作ရのテー࣐は、ୖ㏙の⤒⦋を受け「コミュニティ

の生に㈨するሙ࡙くり」である。ᮏテー࣐をᐇ現さࡏ

るために、」ᩘのࡡらいをタᐃした。 
イ）ᑗ来、集落の里地里山を周㐟でࡁるᩓ⟇コースがタ

ᐃされることをᛕ㢌に、᷼山ぢᬕྎが一つのᣐ点とな

ること。 
ロ）この᷼山ぢᬕྎ࡙くりの活動を㏻ࡌて村ෆにᒃఫす

るఫ民、出したఫ民、そして、NPO、ᯄ木ᑠ学ᰯの

ඣ❺、大学など、新たなே々との⧅がりを育ࡴこと。 
ே々がこのሙにᴦしく集い、ⰼや⥳、ᖹᴮ集落の景（ࣁ

観が観㈹でࡁること。 
ニ）集落のṔྐ、文化㈈、災害のグ᠈を伝えるሙとなる

こと。 
௨ୖのテー࣐と≺いをᐇ現するために、ᩜ地ィ⏬とプ

ロࢢラムを᳨ウした。ࡡらいのイ）をᐇ現するために、

ᅗ 6 に示す集落ෆのᅇ㐟ࣝーࢺを提した。なᒃఫ地

はᖹᕝのす側にあり、᷼山ぢᬕྎはᕝをΏったᮾ側ᩳ面

に置する。2022 年 7 ᭶時点では、まだᪧ工事のた

め、一⯡のேが自⏤にアクセスでࡁる状況になく、山の

ᑿ根部も㞴所がいくつかある。ᑗ来のྍ能性を示したも

のである。ロ）については、ここがでࡁることによりே々

が集う機会を創出することであり、この᷼山ぢᬕྎ࡙く

り活動自体がその機能を果たすことがᮇᚅされた。❹工
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後の管理やദしの機会の創出が求められ、そのヲ⣽は、

このィ⏬ẁ㝵では未ᐃとした。ࣁ）については、3 つ⛬

のィ⏬せ点をྵ1。ࡴ つは、㍍ࢺラックにおけるアクセ

スとᩓ⟇㊰ව管理㐨㊰の☜保、2 つ目は集落のே々の

ᕼᮃを‶たし、育成でࡁるⰼ木の㑅ᐃと㓄᳜、そして、

3 つ目に、ᑗ来にわたりᖹᴮ集落がᒎᮃでࡁるど点ሙの

☜保である。ニ）については、ㄝ᫂∧のタ置を行うこと

とした。 
ここで、᳜ᶞ⚍๓にᐇした᷼山ぢᬕྎのィ⏬プロセ

スについてヲ㏙する（ᅗ 5）。ⴭ者らは、このような活動

にཧ⏬しながら、2020 年ᗘにධり、ぢᬕྎィ⏬地のⲡส、

ᰠのᶞのఆ᥇作業、そして、（➨一ⴭ者）を中ᚰに 㔞、

᳜᱂木のᶞ✀㑅ᐃ、㓄᳜プランを᳨ウし、ᶍᆺ（➨୕ⴭ

者作成）、ᅗ面㢮を作成した。ð ✀㑅ᐃの᭱⤊ุ᩿は、農

学研究院の（➨ᅄ、、භⴭ者）との᳨ウ・☜ㄆを⤒て、

ᖹᴮ⯆ጤဨ会が行った。現地の地形はᮾᩳ面のẚ㍑

的ᛴなᩳ面であるため、地形のᢕᥱがᚲせとされ、2020
年 8 ᭶ 23 ᪥にᖹᯈ 㔞を大学側でᐇした。 㔞結果

より地形ᅗを作成するため、Microimage 社の TNT mips
で➼高⥺を作成した。ここでᅗ 8 にᩜ地の地形と動⥺➼

ィ⏬ᅗを示す*2)。対㇟ᩜ地は、⣙ 5,300 ੍を有し、ᖹᕝ

のᮾ側の法面中⭡に置する。なࢇとか土砂崩壊をචれ

たᰠᅬ地であり、側、ᮾ側は大ࡁく崩壊し、༡側はࣄ

㇟林がṧᏑしているものの、一部崩壊している。対࢟ࣀ

地のഴᩳゅᗘはᮾす㍈⥺で⣙ 20 ᗘであり、ẚ㍑的、ᛴ

な法面である。対㇟地の㌴のアクセスは㍍ࢺラックに

よりྍ能である。ഴᩳのため、対㇟ᩜ地ෆには、ඖ々あっ

たᅬ地の管理㐨㊰をᣑᖜするなど利用する形で」ᩘのᅬ

ෆᩓ⟇㊰ව管理㐨㊰をタᐃし、一部、重機で㐀成を行う

こととした。๓㏙したࣁ）のど点ሙからの集落のᒎᮃを

☜保するため、ᅗ中に示す 4 つのど点ሙをィ⏬としてタ

ᐃし、࣋ンࢳ、ㄝ᫂ࣝࢿࣃの㓄置、および、ᒎᮃするど

㔝を㐽らないようなᶞ木の㓄置とすることをィ⏬᮲௳と

した。これらのど点ሙのタᐃᇶ‽は、ὶ活動がྍ能な

ẚ㍑的にᖹらなሙ所とし、かつ、集落のᒎᮃやど㔝が

☜保でࡁることとした。 
このデーࢱをもとに SketchUp で᳜᱂ィ⏬を示した᷼

山ぢᬕྎィ⏬ᖹ面ᅗ（ᅗ 9）、V-Ray を用い景観イメーࢪ

䠄ᅗ 7）、そしてᶍᆺを作成した。これらのᅗ面㢮は、

⯆ጤဨ会をྵࡴ関ಀ者と共有し、ᐇの理ゎの㔊成と、

ヲ⣽なᐇィ⏬の᳨ウの㈨ᩱとして活用された。ᶞ✀㑅

ᐃにあたっては、下グの 4 つのど点から⯆ጤဨ会のጤ

ဨと大学側が共同で᳨ウした。 
 ఫ民のᐤりሙとするため、ᅄᏘᢡ々にᴦしめるⰼ木

を᳜᱂すること。 
 ᰠ生⏘地の事により、࢝メムシがつくᶞ木は᳜᱂

しないこと。 
 シ࢝の㣗害にᙉいᶞ✀とすること。 
 ᑿ根部は崩れそうな⟠所もあるため根のᙇりのⰋ

いᶞ✀もྵめること。 
௨ୖの᮲௳を㋃まえ次のᶞ木を㑅ᐃした。まࡎ、高木

としては、4 ᭶に㛤ⰼのᴦしめるࢧクラの㢮としてࢯメ

イࣚシ࢜࢜、ࣀシ࣐ザクラ。6 ᭶にⓑいⰼのဏく࣐ࣖボ

࢘ョࢳ根のᙇりがᮇᚅされるイࡁシ、⛅に㯤ⰍくⰍ࡙࢘

を㑅ᐃした。中木としてはኟに㛤ⰼし⇱にᙉく、景観

ドローンによる季節
別の空中写真撮影

ཤ用ࡒؽ
 DJI Mavic2 Pro

実施日
 2021年4月17日：サέ

ラの花を撮影
 2021年7月18日：Πジ

サイの花を撮影
 2021年11月28日：イロ

ύϠϝジの紅葉を撮影

実施ཀྵ༟
յ、空中写真測量でචགྷࠕ
なඬ定఼をઅ置せͥ実施し
たたΌ、֦写真ؔで਼ϟー
トルのθϪがਫ਼ͣたたΌ、
̒月の写真に合Κせึਜ਼し
た。

実施内容
位置ึਜ਼した֦図面をݫに、
֦樹種の位置を఼υーνで
作成した。

Metashapeから3D Object
ファイルをRhinocerosにड़
力。ϟρεュυーνのβϝ
をࡡঈし、地ܙԿॴཀྵを行
い、Lands Designで֦樹種
を植ࡁ。季節別の花υー
νを作成。

ཤ用λフト
 Agiso� Metashape
 ArcGIS Pro

ΨルλフΧト作成
֦図の位置合Κせ

ཤ用λフト
 ArcGIS Pro

植ࡁ位置図作成

ཤ用λフト
 Agiso� Metashape
 Rhinoceros
 Lands Design

̑D地ܙϠυルにഓ植
し季節別ϠυϨング
υーν作成

2021年3月6日 平榎復興植樹祭

地測量ݳ 実施日
 2020年8月23日：地ܙ

の平板測量を実施

実施内容
߶તのͮた地ܙ図作成
をTNT mipsで実施し、
SketchUpで平面図、V-Ray
でイϟージ図を作成し、住
民と༙ڠした。

植ܯࡁ画の平面図、模
型、イϟージ画作成

ཤ用λフト
 TNT mips
 SketchUp + V-Ray

図5　�植栽計画、および、植栽後のシミュレーションの�

作成プロセス
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のアクセンࢺとして利用でࡁるࣝࢧス࣋リ、⛅に⣚ⴥす

るイロࣔࣁミࢪとした。低木㢮は、4㹼6 ᭶に㛤ⰼするツ

ツࢪの㢮、6㹼7 ᭶に㛤ⰼするアࢧࢪイを㑅ᐃした。᳜ ᱂

㓄置は（➨一ⴭ者）の᪉で下グのど点でᐇした。 
 ぢᬕྎから集落の㫽▔が㐲ᮃでࡁるようにど点ሙを

タᐃし᳜᱂木によりど㔝が㜼害されないようにする。 
 ࢧクラの㢮をᇶᮏ木として㓄置。 
 イロࣔࣁミࢪはᩓ⟇㊰ἢいに㓄置。 
 イࢳョ࢘は崩れがᐃされるᑿ根部に㓄置。 
 ツツࢪは水分᮲௳のよいᩳ面下部に㓄置。 
また、大学では、これらの⤒⦋をぢᬕྎの来ゼ者に

伝えるため、学ෆの工作工ᡣでステンࣞス㗰を加工し、

ㄝ᫂∧（ᅗ 10, 11, 12, ┿ 1� 作：（➨一ⴭ者）、（➨二

ⴭ者）、（➨୕ⴭ者））、および、ࢧイン（┿ 2� ⤮作：

⏥ᩫ㝯ඣ, アクリࣝ, 2020）を手作りし、2021 年 3 ᭶、

現地にタ置した。 
᳜᱂木の‽ഛは、ࣇンドによる㉎ධに加え、集落のఫ

民➼からのᐤとして、ⱑ木のᣢࡕᐤりが行われた。な

お、ⱑ木のࢧイズについて大学からは活着⋡を向ୖさࡏる

ためにᑠさなⱑを᥎ዡした。しかしながら、⯆ጤဨ会と

してはఫ民に高㱋者がከいことから、ある⛬ᗘの大ࡁさの

あるⱑ木を᳜᱂し、᪩くⰼ木の景観をᐇ現したいとのせᮃ

があり、大ⱑの᳜᱂は᳜ᶞ⚍๓にᐇすることになった。

大ⱑの᳜᱂は重㔞≀を⛣動し、重機作業がᚲせであり、

機械をリースして⯆ጤဨを中ᚰに大ⱑなどの᥀り取り、

⛣動、᳜ ᱂作業がᐇされた。このᖹᴮ集落の連ᖏ力、技

術力にᡴࡕされた取り組みとゝうことがでࡁる。 
そののタ置≀としては、㮵㜵Ṇ⥙、㜵ⲡシーࢺがྵ

まれる。この地域は㮵の出現がከく、ⱑ木の㣗害がᐃ

される。また、ഴᩳ地でもありⲡสり管理ປ力がከくな

ることがᐃされ、その対⟇としてタ置が行われた。 

�.4. ᖹᴮ⯆᳜ᶞ⚍にࡘい࡚ 
⣙ 2 年をかけた集大成として、2021 年 3 ᭶ 6 ᪥に

⯆᳜ᶞ⚍が㛤ദされた（┿ 3）。ᖹᴮ༊民、そしてᪧ༊

民、さらに⯆ᨭᅋ体、௵ពᅋ体あさ・くる（௨下、

NPO あさ・くると⾲グ）*3) によりᯄ木ᑠ学ᰯのඣ❺お

よび∗のཧ加もᚓられた（ᅗ 4）。このᅋ体は、この᪥

のために「あさくる」という᭤ 5)を作モ作᭤し、子౪た

のኳࡁ⥆₇奏を当᪥ᢨ㟢した。๓᪥まで㞵ࣂリン࢝のࡕ

ೃであったが、当᪥はᬕኳにᜨまれཧ加者全ဨでグᛕᶞ

の᳜᱂を行い┒況に⤊えることがでࡁた。 
⯆ጤဨ会のጤဨ長である H Ặは、ຓ成㔠の事業ሗ࿌

᭩ 6)で次のようにᛮいをグ㏙している。 

䛄までの自然豊かな村、ேとேとのコミュニケー

ションはᡠってࡁまࢇࡏ。「集落を守らなければ」、（中略）

「ⰼを᳜え᫂るい集落を」➼のఫ民のᛮいから⯆ጤဨ

会を❧ࡆୖࡕ（中略）集落のシンボࣝとなるぢᬕྎと景

観࡙くりを全ဨの協力で㐍めてࡁました。（中略）これか

らも新しい地域࡙くりにᣮᡓし、いつでも、ㄡでも、ど

こからでも来られてఫみたくなるような所にしたいので

࠘。しくお㢪いいたしますࢁᨭをよࡈ  
 

4. ᳜ᶞ⚍後の᳜᱂⨨の☜ㄆᡂ㛗ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ

のసᡂ 

ぢᬕྎ࡙くりは⯆ጤဨ会のึ動の活動に置࡙けら

れ、後のⲡสりなどの管理やദしなど、ここをᣐ点と

した新たな活動のᒎ㛤がᚲせとなる。そういうពでは、

このぢᬕྎ࡙くり活動の成ྰは、その後の集落による管

理活動の継⥆と、集落Ꮡ⥆に㈨する出ୡᖏをྵめた継

⥆的なὶேཱྀ☜保をᛕ㢌においたぢᬕྎの活用ෆᐜに

かかっているとゝえる。 
そこで、ᅇ、新たな取り組みとして᳜ᶞしたᶞ木の

置と地形をドローンでㄪᰝし、ᑗ来のᶞ木成長の CG
ࣔデリンࢢを行い、集落ఫ民に示すこととした。ᑗ来の

景観を示すことはఫ民ෆእの管理活動の動機࡙けになる

ことがᮇᚅされる。また、活動のホ価、ᶞ木の補᳜を⪃

える⣲ᮦともなりえる。ドローンと CG 技術を用い関ಀ

者間のコミュニケーションをಁし、成長㐣⛬をアー࢝イ

化し、ᑗ来の成長シミュࣞーションを示していくことࣈ

は、単にᶞ木を᳜ᶞして⤊わりということではなく、景

観を保全する技術の㐺用という点で重せであると⪃える。

まだ、ヨ行の域を出るものではないが、ᅗ 5 に⯆᳜ᶞ

⚍後のプロセスを示す。工⛬は大ࡁく 4 つに分けること

がでࡁる。 
᭱ึにドローンを用いたᏘ⠇ูの✵中┿ᙳである。

これは、置出しを目ᶆとするᶞ木が᭱もどㄆしやすい

Ꮨ⠇を㑅ᐃする。ࢧクラであれば、ࣔミࢪ⣔であれば

⛅というල合である。ᅇは、ᱜの㛤ⰼを≺い 2021 年 4
᭶ 17 ᪥、アࢧࢪイの㛤ⰼに合わࡏ 7 ᭶ 18 ᪥、そして、

イロࣔࣁミࢪの⣚ⴥを 11 ᭶ 28 ᪥と合ィ 3 ᅇᙳした。

ᮏ来、ࢺ࢛ࣇࢯࣝ࢜（ṇᑕ⏬ീ）の作成には、地⾲ᶆᐃ

点と⯟✵ᶆ㆑を」ᩘタ置してᐇするᚲせがある。しか

しながら、ᅇはそれ⛬の⢭ᗘをᚲせとしないためᶆᐃ

なしでᏘ⠇ูにᙳをᐇした。なお、ᙳは࣐ニュア

ࣝで行い、㞄り合う⏬ീが 50㸣௨ୖ࢜ーࣂーラップする

よう」ᩘの┿をᙳした。 

22 Vol� 37, 2022 GeiKutsu Kogaku� the Journal of Design



 

 

次にྛᙳ᭶のࢺ࢛ࣇࢯࣝ࢜を作成し、ྛᅗの重ࡡ合

わࡏ作業がでࡁるように⏬ീの補ṇを行った。ࢯࣝ࢜

はࢺ࢛ࣇ Agisoft Metashape を用い、重ࡡ合わࡏฎ理は

ArcGIS Pro を用し、4 ᭶の┿に合わࡏてྛ⏬ീの補

ṇをᐇした。これらの⏬ീを用いて᳜᱂置ᅗを作成

した（ᅗ 13）。 
᭱後に、Rhinoceros に Agisoft Metashape から地形の

3D object イࣝを出力し、メッシュの地形化ฎ理をࣇ

行い、Plug-in であるࢺࣇࢯ Lands Design で᳜≀の㓄᳜

シミュࣞーションを行った（ᅗ 14㹼18）。ᅗ 19 には㫽

観シミュࣞーションのど点と᪉向を示した。ᴫࡡ 10 年

後ࡄらいのᐃで高木のᶞ高は 4㹼5㹫にタᐃしている。 
ぢᬕྎから集落側をぢΏすሙ合（ᅗ 14, 15）、ィ⏬ど

おりᶞ木の間から近景の低木のアࢧࢪイ、㐲景の集落の

⾤୪みをぢることがでࡁる。ᩓ⟇㊰からのど点（ᅗ 16）
だと、低木、高木のⰼ木、ᩳ面の⥳をᮃࡴことがでࡁる

ことが☜ㄆでࡁる。一᪉、集落側にど点ሙ（ᅗ 17, 18䠅
を⛣すと、水害時に生ࡌたᩳ面崩壊地のᪧのり面が大

 。るࡁな面✚を༨めているのがどㄆでࡁ
 

�. ⥲ྜ⪃ᐹ 

�.�. ⿕⅏集ⴠࡀಟ景࡙ࡾࡃに⯆をクࡓࡋ理⏤ 

⥲合⪃ᐹは 3 年間の活動をり㏉り、ᐈ観的に次の 4
つの観点からㄽࡌたい。 
 被災集落がಟ景࡙くりに⯆をクした理⏤ 
 ಟ景࡙くりのሙ所㑅ᐃ 
 ಟ景࡙くりプロセスの㐺ษ性 
 九州大学⯆ᨭᅋにおけるᮏ活動の置࡙け 
まࡎは、「被災集落がಟ景࡙くりに⯆をクした理⏤」

である。災害後にコミュニティとእ部の組⧊、ே々による

᳜ᶞ活動によるᪧ、⯆を行った事はྛ地にᏑ在する。

ᮾ᪥ᮏ大㟈災の被災地では、失われたᾏᓊ㜵風林の生、

津Ἴ฿㐩点のᱜライン࡙くり 7)、そして、ྛ 地で行われ

ている⯆グᛕ᳜ᶞなどである。これらの活動は、集落を

守ってࡁた保Ᏻ林の生、災害のグ᠈の継ᢎ、そして、失

われたの㙠㨦などのពが㎸められている。ᮏ事に

おいて、なࡐ、高㱋のఫ民からⰼ木を用いたಟ景࡙くりに

よる⯆のアイデアが出てࡁたのか。これは、の災害と

同ᵝに、地域の被害とኚㇺが、あまりに㓞いことに㉳ᅉす

る。≉にこのᖹᴮにおいては⣙半ᩘのୡᖏが家ᒇのὶ出

などで出をవなくされた。◚壊された景観を目の๓

にして、景観の生によるఫ民のᒃఫពᛮの高ᥭ、集落の

Ꮡ⥆を目指したのではないかと᥎ᐹされる。 

�.�. ಟ景࡙ࡾࡃのሙᡤ㑅定にࡘい࡚ 

次に、ಟ景࡙くりのሙ所㑅ᐃについて⪃える。当ึの

常会では≉ᐃのイメーࢪはなく、どࡕらかというと、あ

、に᳜ᶞをするというものであった。しかしながらࡕこࡕ

その後の管理が大ኚというᠱᛕが࿊された。ሙ所㑅ᐃの

⤒⦋はᮏㄽでヲ㏙したように農地が㑅ばれた。農地にお

ける景観作≀࡙くりは一⯡的で、農家はఇ耕時ᮇにࢱࢼ

リなどを育て、⥳⫧をව࣐࣡ࣄ、コスࣔス、ࢤンࣞ、ࢿ

た農村の景観࡙くりがྛ地で行われている。災害被災ࡡ

地においても、࣐࣡ࣄリの✀を用いたಟ景࡙くりは、≉

にᮾ᪥ᮏ大㟈災௨㝆、ྛ地の⃭⏒被災地においてぢられ

るようになった。農地は営利活動を行うሙ所であり、ᮏ

来であれば営農を継⥆することが理である。ᅇ、

ᪧ工事のために管理でࡁなくなった果ᶞᅬを農地の地目

からእし、ⰼ木を用いたぢᬕྎに転するという発は、

農地をಟ景するというど点、それを行う農家の営農技術、

集落における合ពの取りけ、ᨵၿされる景観の創出と

いう点において、合理性のあるุ᩿であったと⪃えられ

る。≉に、࡙ࣔࣀくりを行う農村においては、ぢᬕྎを

作るというプロセス、そして、完成したぢᬕྎが地域を

๓向ࡁに動かしていく力となることがᮇᚅされた。 
�.�. ಟ景࡙ࢫࢭࣟࣉࡾࡃの㐺ษᛶ 

ᮏ活動の㛤ጞは発災した 2017年 7᭶から 1年 9ࣨ᭶を

⤒た 2019 年 4 ᭶からなされている。このᮇ間、被災ఫ

民の㑊㞴、農地のᪧ、බ共タの௬ᪧ、災害ᰝᐃと

事業の分け、営農の㛤と地域のᪧ活動が㐍められ

てࡁた。㐨㊰、法面、Ἑᕝのᪧ事業がᩘ年をせすると

される中、被災から 2 年を๓にしてಟ景࡙くりが発さ

れたことは、ᪧから創㐀と、地域ఫ民の取り組みの

転点があったものと᥎ᐹされる。2019 年 4 ᭶௨㝆の

プロセスについては、デザインの部ᒁに所ᒓする（➨一

ⴭ者）が担当したこともあり、関ಀ者や学生と連ᦠし、

イニシアࣈࢳを相互に取りながら、๓に๓にとィ⏬から

ᐇのプロセスを㐍めてࡁた。結果的に、ྛ関ಀ者の

体性の⠊ᅖで行ったこと、⯆ጤဨ会を中ᚰとした集落

がẕ体となり㐍めたことが、3 年間の事業継⥆の力に

なったと᥎ᐹする。᷼山ぢᬕྎ࡙くりという目ᶆの㐩成

に向けたプロセスとしては㐺ษであったのではと⪃える。

しかしながら、その後の継⥆的な管理、ୖ目ᶆである

集落の次ୡ代の継ᢎという観点でり㏉ると、課題を

指摘することがでࡁる。ᮏ事は後、地域でもཧ⪃

にされることがあるとᐃされ、ここで下グに、᳨ウし

ておくࡁ管理ィ⏬についてゐれる。 
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図7　計画のシミュレーション画像�（制作：第一著者）

図6　平榎集落内の回遊ルート提案図�（制作：第二著者）

図8　敷地の地形と動線等計画図（等高線は2m間隔）�（制作：第一著者）
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 図10　展示パネル1�（制作：第二著者、第一著者）

図9　櫟山見晴台計画平面図�（制作：第一著者）
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図12　展示パネル3�（制作：第二著者、第一著者）

図11　展示パネル2�（制作：第二著者、第一著者）
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図13　植栽位置図（2021年3月植栽版）（第一著者作成）

写真1　�展示パネル設置風景（2021年10月7日撮影）�

パネル脚は工作工房でステンレス加工（制作：第一著者、第三著者、

第二著者）、台はコンクリート素材（制作：平榎復興委員会）

写真2　�サイン設置風景（2021年4月17日撮影）�

アルミ複合版+ IJ出力、ステンレス柱（制作：甲斐隆児、�

第一著者、第三著者、平榎復興委員会）

写真3　復興植樹祭の風景（2021年3月6日撮影）

芸術ڀݚֶ Vol� 37, 2022 27



 

 

 

   
     

 

 

  

   

  
 

 

  

図14　鳥瞰シミュレーション①

図17　鳥瞰シミュレーション④

図15　鳥瞰シミュレーション②

図18　鳥瞰シミュレーション⑤

図16　鳥瞰シミュレーション③

図19　鳥瞰シミュレーションの視点
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᳜࠙᱂ᶞ木の管理ࠚ 
᳜᱂ᶞ木は᳜᱂時に根㖊が動かないようᨭᣢᲬをけ、

ᶞ木が水をୖࡆる時ᮇに⇱が⥆くようであればෙ水が

ᚲせである。それでも、⩣年にᯤれが生ࡌることがある䚹

また、᳜᱂密ᗘはᐇ⤒㈝に㝈りがあることから低密ᗘ

になりがࡕである。これらの観点から、継⥆的に᳜᭰え

や補᳜を㐍めるᚲせがある。 
࠙ⲡสり管理ࠚ 
コミュニティでの᳜᱂ᶞ木管理の中でከくのປാ力を

ᚲせとするのがⲡสり管理である。低密ᗘ᳜᱂のሙ合は、

年 3 ᅇはẖ年継⥆的なⲡสりがᚲせである。高㱋化や担

い手不足を生ࡌている集落であれば、ᮏ活動のように、集

落እのከᵝな組⧊やே々との連ᦠをィ⏬ẁ㝵からᵓし、

共同ᐇすることがᮃましい。また、ᩜ 地境⏺⥺や᳜᱂木

の周り、ᛴഴᩳ地などは㜵ⲡ㜵根シーࢺをᩜくなどして

管理㈇担の㍍減、Ᏻ全を向ୖさࡏることがᮃましい。 
࠙⋇害管理ࠚ 
中山間地におけるⰼ木᳜᱂管理の大ࡁな課題はシ࢝な

どの⋇害対⟇である。㮵よけࢿッࢺをタ置するなどの対

⟇を行うとともに、ィ⏬ẁ㝵より、⋇害を受けにくいᶞ

✀㑅ᐃ、᳜᱂㓄置がᚲせとなる。 
࠙ィ⏬地の活用プロࢢラムࠚ 
コミュニティのᑗ来ീのᐇ現に向けて、ィ⏬対㇟地が

ᐤしていくことが重せである。その目ᶆに向けて関

するෆእのࢿッ࣡ࢺーク、管理ཬび活動プロࢢラム、ྛ

、ス事業の᳨ウがᚲせとなる。地域ఫ民のᗣࣅーࢧ✀

⚟♴に㈨するὶが࣋ースとなるとᐃされるが、子౪

㐩や集落እの関ಀ者の環境ၨ発、環境ᩍ育、さらに、

集落の⏘業におけるၟရ㛤発やࣈランディンࢢのど点か

ら᳨ウすることも重せである。 
ᮏ活動地では、事๓に᳜᱂後に生ࡎるⲡสり管理、活

用に関するල体的な㆟ㄽは行われておらࡎ、そのၥいは

ィ⏬ẁ㝵から᳨ウすることがᚲせであったであࢁう。な

お、2021 年ᗘは、ᅗ 4 に示す NPO あさ・くるが中ᚰと

なり、௧和 3 年ᗘࡩくおか地域㈉⊩活動࣏ࢧーࢺ事業

䠄災害ᨭᯟ）のᨭをᚓて、大学側は農学研究院の（➨

ᅄⴭ者）がᑟし、ᯄ木ᑠ学ᰯのඣ❺とも連ᦠしὶ活

動が、このぢᬕྎを⯙ྎにᒎ㛤された。このような事業

の⏬・❧・ᐇにおいては、ఫ民をྵࡴ関ಀ者のព

ぢを集しながら、次の事業の᳨ウを㐍めるᚲせがある。

なお、その後のὶとして、2022 年もᘬࡁ⥆ࡁⲡสり管

理などの活動がᅗ 4 に示した関ಀ者のཧ加をᚓながら継

⥆されている。 

�.4. ᕞᏛ⯆ᨭᅋにࡅ࠾るᮏάືの⨨࡙ࡅ 

九州大学の⯆ᨭᅋ（ᅗ 4）は 2017 年 7 ᭶に結成

され、工学研究院㝃ᒓアࢪア㜵災研究センࢱーが中ᚰと

なり（➨ⴭ者）のイニシアࣈࢳのもと活動を㛤ጞして

いる。ཧ加部ᒁとேဨは、工学研究院、農学研究院、Ỵ

᩿科学センࢱー、་学研究院、ṑ学研究院、芸術工学研

究院、ே間環境学研究院、ᇶᖿᩍ育院のᩍဨら 50 ྡ

䠄2017 年 9 ᭶ 1 ᪥時点）であり、九州大学において、こ

のような分㔝ᶓ᩿的な組⧊が結成されたのはึめてとさ

れている 8)。ᨭᅋのᙺは 3 つᥖࡆられており、学術

的なᨭ、行政のᨭ、そして、ఫ民のᨭであ

る。ᮏ事業は、に 3 つ目の、専門家などのே的ὴ㐵に

よる被災者ᨭに置けられ、それにకい社会的ㄪᰝ

などをྵࡴ学術的なᨭが㝶した置࡙けとゝえる䚹

このような中、ᮏ活動は、ᖹᴮ⯆ጤဨ会からのせㄳに

ᇶ࡙ࡁ、」ᩘの部ᒁにまたがりಟ景࡙くりのᨭを行い、

≉に、ランドスケープデザイン分㔝の▱ぢが活かされた

取り組みであった。 
 

 にࡾࢃ࠾ .�

ᮏㄽは、ᖹ成 29 年 7 ᭶九州部㞵で被災した⚟ᒸ

┴朝市志Ἴのᖹᴮ地༊におけるಟ景デザインを用いた

連ᦠによる⯆ᨭのプロセスについて、≉に、᷼山ぢ

ᬕྎ࡙くりの⤒⦋を中ᚰにᇳ➹した。被災地のᪧ、そ

のᨭは、ともすると目の๓の⎰♟を∦け、生活の現

状ᪧという▷ᮇ的など㔝にᇶ࡙ࡁ対応が行われること

がከい。このような時、地ඖఫ民による創㐀的な⯆活

動のᒎ㛤がᮃましく、そのᐇ現のためにも地域社会や

ே々の自❧ᨵၿの取り組みのᨭが重せと⪃える。ᮏ

取り組みによって提示でࡁた▱ぢは、᷼山ぢᬕྎ࡙くり

活動がコミュニティの⥔ᣢを㐍めるሙとして機能したと

⪃えられることである。営農継⥆のᅔ㞴な農地が耕作放

棄地となるリスクが高い中で、ಟ景࡙くりが新たな自然

環境を創出し、地域生のᣐ点となりᚓるという㑅ᢥ⫥

を示したといえる。なお、後、このような活動が、ど

のように次ୡ代の担い手を☜保し、災害にᙉい農山村࡙

くりにᐤしていくのかに関しては継⥆的なㄪᰝがᚲせ

であり、後の課題である。 
後、どこの地域でも大災害に襲われるྍ能性を有す

ることを㚷みると、事๓⯆、もしくは、ま࡙ࡕくりと

して、災害のഛえ、ᣢ⥆的な地域のഛえを㐍めるᚲせ

がある。ᮏㄽは災害後の取り組み事の⤂であるが、

このような「ぢᬕྎ࡙くり」という᪉法は、未被災地で
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ある地域においてもཧ⪃になる点があると⪃える。 
後、ᖹᴮ地༊においては、高㱋化が㐍み、農地のⲨ

ᗫがᗈがるྍ能性が指摘される。᷼山ぢᬕྎにおける管

理の継⥆、集落のᏑ⥆に㈨する活用の᪉⟇は課題である。

このような状況の対応については、ᗈく集落ෆእのఫ

民、≉に女性やⱝ者のពぢを⪺ࡁ、新たな᪉⟇を⪃える

㐣⛬がᚲせであࢁう。大学としては社会科学や農村ィ⏬、

森林政⟇、デザイン分㔝の▱ぢがさらにᚲせとᐃする。

ከᵝなே々のཧ⏬と、新たな活動のᒎ㛤の先に、次ୡ代

のᬽらし᪉は自ࡎとついてくるものであるとᮇᚅしたい。 
 

ㅰ㎡ 

ᮏ事業のᐇ現には⚟ᒸ┴朝市志Ἴᖹᴮ地༊༊長᪥㔝

和ᗈẶ、ᖹᴮ⯆ጤဨ会ጤဨ長᪥㔝ὒẶ、ጤဨྛ、༊

民᪉々のࡈ協力をいただいた。また、ᅜ土⥳化᥎㐍機ᵓ

水と⥳の森林ࣇンド、および、科学研究㈝補ຓ㔠（ᇶ

┙研究（A㻕 18H04152）のຓ成をいただいた。その事業

の᥎㐍、ሗ࿌᭩の作成においては⚟ᒸ┴朝ᬑཬ指ᑟセ

ンࢱーの豊⚟ࣘ࢝リẶにお力ῧえをいただいた。また、

NPO あさ・くるの松ᮏளᶞẶをはࡌめ、会ဨの᪉々に

は、⯆᳜ᶞ⚍の⏬、2021 年ᗘ事業の᥎㐍に中ᚰ的

なᙺをいただいた。さらに、ྛദし、ጤဨ会、ⲡสり

作業などには、市㔝ℨឡẶ、ཎ田ె生Ặ、志水一郎Ặ

など九州大学の学生の協力により㐍めることがでࡁた。

௨ୖ、関ಀ者のⓙᵝにはᚰよりᚚ♩⏦しୖࡆます。 
 

ὀ 

*1��⚟ᒸ┴朝ᬑཬ指ᑟセンࢱーのࣄアリン2022）ࢢ 年 4 ᭶ 28 ᪥）

による㹈㸿かࡁ部会に所ᒓする農家の農地面✚の増減。 
*2��現地 㔞をᐇした 2020 年 8 ᭶ 23 ᪥の時点において、対㇟地周辺

は災害ᪧ工事中であり、➼高⥺のධった周辺地ᅗをධ手すること

がᅔ㞴であった。対㇟地で行った現地 㔞は、対㇟ᩜ地の 2/3 の面

✚に␃まった。ᮏㄽで示すᅗ 8 は、2022 年 4 ᭶ 6 ᪥に➨一ⴭ者によ

り UAV である DJI Matrice300RTK および LiDAR センࢧーである

Zenmuse L1 を用い点⩌ 㔞し、ゎ析ࢺࣇࢯである DJI Terra およ

び ScanX を用いて作成を行った。対㇟地ᮾ側の法面ᪧ工事は完成

しているものの、Ἑᕝは工事中、対㇟地の側の崩落法面は工事未

ᐇの状況である。༡側は࢟ࣀࣄ林であるが、一部、崩落している。 
*3��ṇ式なᅋ体ྡ⛠は「あさ・くる」であるが、ᮏ文では「NPO あさ・

くる」と⾲グした。 
 
ཧ⪃文⊩ 

1��ᖹ成 30 年ᗘ㣗ᩱ・農業・農村の動向 
2��ᅜ土㏻┬Ẽ㇟ᗇ，ᖹ成 29 年 7 ᭶ 5 ᪥から 6 ᪥に九州部地᪉で発

生した㞵のྡについて，2017 年 7 ᭶ 19 ᪥ሗ㐨発⾲ 
3��ᒸ田▱ᗈ，「創㐀的⯆」のᢈุ的᳨ウ，現代ᛮ，2012，Vol 40-4䠈

147-151  
4� 加⸨ᚭ，新₲┴中㉺地㟈後の山間集落のᘓと地域࡙くりのᙺ，᪥

ᮏ地理学会発⾲せ᪨集，2013�0�，109 
5）᭤：あさくる，作モ作᭤ᅋ体ྡ：あさ・くる，URL: https://www. 

youtube.com/watch?v=49Kcl8rPwqM��2021年3᭶27᪥බ㛤， 2022
年 3 ᭶ 21 ᪥アクセス� 

6）ᖹᴮ⯆ጤဨ会：ᖹ成 29 年 7 ᭶九州部㞵後の景観࡙くりによる

コミュニティ生� 事業ᐇሗ࿌᭩：௧和 3 年 4 ᭶ 
7）ㄆᐃ≉ᐃ非営利活動法ேᱜライン 311，URL: https://www.sakura- 

line311.org/（2022 年 3 ᭶ 21 ᪥アクセス） 
8）୕㇂ Ὀᾈ，ᜥの長いᨭを㸟㸟九州大学ᖹ成 29 年 7 ᭶九州部㞵

災害ㄪᰝ・ᪧ・⯆ᨭᅋ，URL: https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/ 
topics/view/1239（2017 年 9 ᭶ 7 ᪥බ㛤，2022 年 3 ᭶ 22 ᪥アクセス） 

�
 

*1）

*2）

*3）
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ಶேに着目したໟᦤᆺ⚟♴のためのアンケーࢺタィの提 

Proposal of questionnaire design for inclusive welfare approach of “individuals” perspective 
 
 

ஂ保✑果 1 ᑿ᪉⩏ே 2� � �  
KUBO Honoka OGATA Yoshito�  

 

Abstract 
Currently, the term social inclusion is widespread, but 

the concept is not always pervasive. Therefore, we 
developed a questionnaire on welfare as a measure to 
investigate individuals’ ideas and fixed perspectives on 
welfare, disability, and social inclusion. The purpose of 
this study is to clarify the scale for evaluating and 
analyzing individual characteristics, and to create a 
revised questionnaire and extract the elements for 
brushing up the question text. We also hypothesized that 
preference for support methods was related to personality 
traits and designed a question about peer support. It was 
also administered. In addition, the Short Big Five was 
used to focus on individuals. Results showed that there 
was a relationship between personality traits and support 
preferences and ideas. We also found that reasonable 
accommodation may be understood differently from the 
original concept. Furthermore, we found an approach to 
“Reasonable accommodation” as a Japanese word. 

 
 
 
 
 
 
 
 

�. 背景┠ⓗ 

㞀害者の合理的㓄៖や差ูゎ消に対して，㸰㸮㸯㸱

年に制ᐃされた「㞀害を理⏤とする差ูのゎ消の᥎㐍に

関する法ᚊ（㞀害者差ูゎ消法）」を根ᣐに，⚾㐩はアプ

ローࢳしている。 
㸰㸮㸮㸷年に㞀がい者制ᗘᨵ㠉᥎㐍会㆟差ู⚗Ṇ部会

がタ置され，同年㸷᭶に同部会により「ࠗ 㞀害を理⏤とす

る差ูの⚗Ṇに関する法制࠘についての差ู⚗Ṇ部会の

ពぢ」がまとめられた。㸰㸮㸯㸰年，そのሗ࿌᭩をᇶに

「㞀害者差ูゎ消法」が成❧した。その「㞀害者差ูゎ

消法」では，ᅜや地᪉බ共ᅋ体における㞀害者に対する

差ูの⚗Ṇや合理的㓄៖の提౪⩏ົをᐃめ，㸰㸮㸯㸴年

㸲᭶㸯᪥に行されている。また，㸰㸮㸰㸯年㸴᭶㸲᪥

には，合理的㓄៖の提౪に対し，これまでດ力⩏ົとさ

れていた民間の事業者も同ᵝに法的⩏ົが課された，ᨵ

ṇ「㞀害者差ูゎ消法」がබᕸされた 1)。 
� 法ᨵṇ➼による取り組みにより，㞀害者に┤᥋的に向

けられる「目にぢえる」差ู行Ⅽは減らすດ力が行政・

民間とも行われている。「࣐イクロアࣞࢢッション」とゝ

われる㞀害者の「目にぢえない」೫ぢや差ูព㆑を低

減するというព㆑や᪉⟇は༑分であるとゝえない。⚟ᒸ

┴ேᶒၨ発ሗセンࢱーࣄュー࣐ン・アࣝ࢝ディアなど

では，九州大学社会ໟᦤデザイン・イニシアティࣈと連

ᦠして，それらに対して✚ᴟ的な取り組みを行っている

が，社会全体としてはỴして༑分とはゝえない。�

そこでಶேの「㞀害」や「合理的㓄៖」というゝⴥのイ

メーࢪをᢳ出することで，㞀害者に対する目にぢえない

೫ぢや差ูព㆑にアプローࢳでࡁるのではないかという

௬ㄝにᇶ࡙ࡁᮏㄽを㐍めた。 

（※掲載決定後に編集ＷＧで記載） 
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� その௬ㄝは，行動ኚᐜの㐩成の㐣⛬をᇶに᳨ウした。 
行動ኚᐜの㐣⛬では，「⩦័をゎするためには，⩦័

が形成される㝿にたどった㐣⛬を㏫に㐍ࡴᚲせがあり，

完全に⩦័をゎするためには自動化されたᵝ々なពᛮ

Ỵᐃを㸯つࡎつពᅗ的にゎしていくことがᚲせとされ

る」*2ことから，「㞀害に対する差ูព㆑や೫ぢ」を無ព

志の「⩦័」をྵࢇだᴫᛕとタᐃし，分析を㐍めた。 
まࡎ，「合理的㓄៖」のゎ㔘について㏙る。「合理的

㓄៖」は ͆reasonable accommodation の͇ヂㄒである。

䇾reasonable accommodation͇というゝⴥやᴫᛕは，�

ADA 法（㞀害をもつアメリ࢝ே法，Americans with  
Disabilities Act）でึめてつᐃされたとゝわれている。

䇾reasonable͇と͆accommodation͇にྵまれるᵝ々な 
ពをㄪᰝし，「ᛮい㎸ࡴ」というពᛮỴᐃである固ᐃ観

ᛕとの㐪いをアンケーࢺというᑻᗘを用いてㄪᰝするこ

とで，新たな⚟♴のᴫᛕを形成するためのせ⣲がᢳ出で

。タィを行ったࢺるྍ能性を᳨ウし後㏙するアンケーࡁ

また，合理的㓄៖のᮏ来のᴫᛕは，㞀害者ᶒ利᮲⣙*3 に

おいて「㞀害者がの者とᖹ➼をᇶ‽としてすてのே

ᶒཬびᇶᮏ的自⏤をா有し，ཪは行することを☜保す

るためのᚲせかつ㐺当なኚ᭦ཬびㄪᩚであって，≉ᐃの

ሙ合においてᚲせとされるものであり，かつ，ᆒ➼を失

したཪは㐣ᗘの㈇担を課さないものをゝう」とされてお

り，࣏ࢧーࢱーはクライアンࢺである㞀害者からのせ求

に応ࡌて，「ᚲせかつ㐺当なኚ᭦ཬびㄪᩚ」という㓄៖を

行い，「㐣ᗘの㈇担を課さ」ࡎに，᪉において合理的で

あるものでなければならない。 

つまり，クライアンࢺと࣏ࢧーࢱーとのᘓタ的対ヰが

㓄៖を行うୖでᚲせである。 

� さらに，合理的㓄៖はゝⴥとしてのㄆ▱ᗘもしくは，

理ゎᗘの面で課題がある。ᮾி都が行った௧和ඖ年ᗘ➨

㸳ᅇインࢱーࢿッࢺ都政ࣔニࢱーアンケー4*ࢺ「ᮾி都

㞀害者差ูゎ消᮲➼について」のㄪᰝ結果では「合理

的㓄៖の提౪」のㄆ▱ᗘの㉁ၥに対し，「▱らない」とᅇ

⟅しているேが㸵㸱㸬㸶㸣であったことからも，「合理的

㓄៖」のㄆ▱ᗘが低いことが課題となると分かる。 
そこで，び「合理的㓄៖」のㄆ▱ᗘをㄪᰝするとと

もに合理的㓄៖のᮏ来のᴫᛕにアプローࢳするための㉁

ၥを作成した。この㉁ၥでは，᪤成ᴫᛕとᮏ来のᴫᛕの

㐪いにどのようなゝⴥでアプローࢳすることがᚲせであ

るかㄪᰝすることを目的とした。 
また，ࢯーシࣕࣝインクࣝーࢪョンを㐍めるୖで，ಶ

ேのニーズに応ࡌた࣏ࢧーࢺをᐇ現するためにはಶேの

≉性を理ゎするᚲせがある。えば，行政などによる相

ㄯ❆ཱྀでは，ಶேの性格≉性をᑻᗘとして用いる࣏ࢧー

やࢺー࣏ࢧたࡌがされることはなく，ಶேの≉性に応ࢺ

ಶ性をᑛ重した࣏ࢧーࢺのᐇ現は㞴しい。そこで，ᮏ研

究ではಶேの≉性をホ価・分析するためのᑻᗘを᫂らか

にすることを目的とする。 
さらに，㞀害者⚟♴の観点からࢯーシࣕࣝインクࣝー

 。ョンにᚲせなせ⣲のᢳ出をすることを目的としたࢪ
また，同アンケーࢺは，アンケーࢺのᨵᐃを作成す

るにあたって，㉁ၥ文が㉁ၥの㊃᪨に᫂☜にアプローࢳ

するためのせ⣲をᢳ出することも目的とした。 
なお，ᮏ研究では，「ᨭ」は⚟♴の᪤成ᴫᛕの中で，

㞀害者ཬびその周りの「都合」を重どすること，「࣏ࢧー

ョンのᴫᛕの中で，ྛಶேࢪーシࣕࣝイクࣝーࢯは「ࢺ

が「そのேらしさ」をᣢった生活がでࡁるようにᨭえる

表1　福祉の意識についてのアンケート

質問 形式 選択肢

1
この中で福祉の為にスペースを区別化した方が望ましい ・ 使いやすい

と思う施設 ・ 設備を選択してください。
複数選択可

乗り物 （電車 ・ バス ) , 道路 ・ 駐車場 , エレベーター , 公園 ,  

トイレ , 学校教育 , その他

2
あなたが感じる苦手 ・ 不得意なものに抱くイメージとして、 近いものを

選択してください。
選択形式 克服 , 受容 , 悲観 , 同情 , 個性 , 逃避

3
あなたは自身が困惑している際、�どのような比重の解決方法を望み

ますか。
選択形式 １ （一人で解決） ～ ８ （仲間と解決） の数字スケール

4
相手の尊厳を守りながらサポートする事は、 心理的 ・ 物理的どちらの

配慮を重視するべきだと考えますか。
選択形式 物理的 , 心理的

5
社会生活を行っていく上で、支援される側と支援する側に分けて�

（相互に）関わる必要性をどのくらいの割合で感じますか。
選択形式 １ （分けるべき） ～ ８ （分けるべきでない） の数字スケール

6 4 や 5 のように答えられた理由は何ですか。 自由記述

7 福祉と聞いて思い浮かぶ言葉で近いものを選んでください。 複数選択可 収容 , 便宜 , 合理的 , 妥当 , 加減 , 理解力 , 適応 , 当然

8 あなたは合理的配慮をご存知ですか。 選択形式 実践している , 名前と内容は知っている , 名前のみは知っている , わからない

9 あなたが思う福祉の課題は何ですか。 自由記述

10 あなたの年齢をお聞かせください。 選択形式 10代 , 20代 , 30代 , 40代 , 50代 , 60代 , 70代以上 , 無回答
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こととする。 
「合理的㓄៖」はᮏ来のᴫᛕをᣢつもの，合理的㓄៖は

᪤成ᴫᛕをᣢつものとして，「 」を用いて༊ูしている䚹 

�. ᪉ἲ  
文⊩ㄪᰝ 1) 2) 3)により㞀害者⚟♴での㞀害に対する⪃

え᪉や࣏ࢧーࢯ，ࢺーシࣕࣝインクࣝーࢪョンのデザイ

ンにᚲせなせ⣲をᢳ出し，アンケーࢺをタィした。 
ಶேのពᛮỴᐃを☜❧さࡏるせ⣲として，性格≉性と

の関連を᳨ウするため，ショーࣅࢺッࣇࢢイ5*ࣈ を用

いてㄪᰝを行った。また，ಶேがᕼᮃする理的な࣏ࢧー

�。は，ಶேの≉性と関連があると⪃えたからであるࢺ �  
また，そのಶேの≉性をᤊえるために，高ᰯ生である

➹者にとってẚ㍑的理ゎのᐜ᫆なショーࣅࢺックࣇイ

 。を用いたࣈ
௨ୖより，⚟♴や合理的㓄៖の᪤成ᴫᛕをᢳ出するた

めに，「⚟♴のព㆑についてのアンケーࢺ」というᑻᗘを

作成した（⾲㸯）。 
 

 ᐇ᪉ἲࢺ࣮ࢣࣥ .�.�

ᮏ研究では，「合理的㓄៖」のㄆ▱に関する㉁ၥを行う

ために，アンケーࢺ๓にはᅇ⟅者に対して，ணഛ▱㆑を

えࡎにㄪᰝした。そのため，ࢯーシࣕࣝインクࣝーࢪョ

ンやࣆア࣏ࢧーࢺなどの用ㄒを用いࡎに␗なる⾲現で置

することによりアンケーࢺをタィした。 
ㄪᰝを㐍める๓に，同アンケーࢺのணഛアンケーࢺを

㸲ேにᅇ⟅してもらい，アンケーࢺに関するពぢを⫈取

した。ணഛアンケーࢺでは，ᅇ⟅するにあたりᅇ⟅がし

にくいなどのពぢがなかったことから，㉁ၥ文のタィ

を行わࡎにㄪᰝを行った。また，ணഛアンケーࢺでのᵓ

成は，ショーࣅࢺッࣇࢢイࣈ，⚟♴のព㆑についての

アンケーࢺ，ᒓ性（⾲㸯）の㡰序で行ったが，⚟♴のព㆑

についてのアンケーࢺの㊃᪨がṇ☜に伝わっているかを

ㄪᰝすることも目的としたため，㡰序をኚえㄪᰝした。 
ᮏ研究での対㇟者は，㞀害の有無にかかわらࡎ，年代

のみで分㢮し，ィ㸯㸷㸯ே（㸯㸮代� 㸷㸯ே，㸰㸮代�

㸯㸲ே，㸱㸮代� 㸰㸰ே，㸲㸮代� 㸱㸴ே，㸳㸮代� 㸯㸵

ே，㸴㸮代� 㸳ே，㸵㸮代௨ୖ� 㸴ே）である。 
これらのアンケーࢺのᅇ⟅は，インࢱーࢿッࢺ環境が

ᩚっているேには，Google アンケー࢛ࣇࢺームを利用し

てもらい，インࢱーࢿッࢺ環境がᩚっていないேには，

⣬面でのアンケーࢺを用いてㄪᰝした。 
� Google アンケー࢛ࣇࢺームཬび⣬面でのアンケーࢺ

では，ィ㸰㸮ၥの㉁ၥで㡰序は௨下の㏻りである。㉁ၥ

㸯から㉁ၥ㸷においては⾲㸯の㏻りの㡰序で，㉁ၥ㸯㸮

から㉁ၥ㸯㸷においては，ショーࣅࢺッࣇࢢイࣈをᘬ

用文⊩の㏻りの㡰序で，㉁ၥ㸰㸮においては，ᒓ性であ

る年代をၥうた。 
 

�.�. ㊃᪨ 

㉁ၥ 1 では，ࣂリアࣇリー化が㐍められているタ・

タഛのとそのの㑅ᢥ⫥でᵓ成した。ᅜ土㏻┬の௧

和㸰年ᗘࣂリアࣇリー法ᨵṇཬび，ࣂリアࣇリー法のᘓ

⠏≀関連 *1より㑅ᢥ⫥を作成した。また，「学ᰯᩍ育」は

≉ูᨭ学ᰯや㏻⣭ᩍᐊ，≉ูᨭ学⣭などがあること

から，「学ᰯ」ではなく「学ᰯᩍ育」として㑅ᢥ⫥にධれ

た。そののタ・タഛも⪃えられるため，「その」の

㑅ᢥ⫥で自⏤ᅇ⟅がでࡁるようにした。㉁ၥの㊃᪨は，

リーデザインが㐍められているタ・タഛの中ࣇリアࣂ

で，ࣂリアࣇリー化に対して，どのሙ所やሙ面でព㆑が

向けられているかㄪることであった。 
㉁ၥ㸰では，「㞀害」となるものを「ⱞ手・不ᚓព」と

⾲現し㐺応機制（㜵⾨機制），㞀害者⚟♴の⪃え᪉をᇶに

㑅ᢥ⫥を作成した。「㞀害」を「ⱞ手・不ᚓព」と⾲現し，

㉁ၥ㸷において，「⚟♴の課題」についてၥう㝿にᵝ々な

ど点での課題をㄪᰝするため，「㞀害者⚟♴」についての

課題のみにᅇ⟅が೫らないようにした。㞀害に対して๓

向ࡁにᤊえるㄒ，「ඞ᭹」「受ᐜ」「ಶ性」と，ྰᐃ的にᤊ

えるㄒ，「㏨㑊」「同」「ᝒ観」の㸱つࡎつでᵓ成した。

また，ಶேの「㞀害」に対するイメーࢪをㄪᰝする㊃᪨

で作成した。 
㉁ၥ㸱では，同ࡌような❧ሙや課題に┤面するேがお

互いにᨭえ合う，ࣆア࣏ࢧーࢺに関して，「一ேでゎỴす

る」ことをዲࡴか「௰間とゎỴする」ことをዲࡴかとい

う㊃᪨で作成した。また，性格≉性とこの㉁ၥのᅇ⟅の

関連性をㄪᰝすることで，ಶேに応ࡌた࣏ࢧーࢺのᑻᗘ

として性格≉性を用いることがでࡁるか分析する㊃᪨で

作成した。 
㉁ၥ㸲では㞀害者の࣏ࢧーࢺで課題となっている㞀害

者のᑛཝを守った࣏ࢧーࢺのᐇ現に向けてどのようなࢧ

と⪃えるかၥう㊃᪨で作成した。ᚰࡁを㐍めるࢺー࣏

理的と≀理的のうࡕ，どࡕらか一᪉を㑅ᢥする形式にし

た目的は，⚟♴࣏ࢧーࢺにඃ先㡰をつけることが生ࡌ

てしまったሙ合に，ᚰ理的࣏ࢧーࢺである࢘࢝ンセラー

や相ㄯ❆ཱྀのタ置などと，≀理的࣏ࢧーࢺであるࣂリア

ࡁるࡏらの課題を先にゎ消さࡕリー化などでは，どࣇ
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と⪃えるかၥうことであった。

㉁ၥ㸳では，ࢯーシࣕࣝインクࣝーࢪョンのᴫᛕに対

するಶேのពぢのㄪᰝする目的で作成した。ࢯーシࣕࣝ

インクࣝーࢪョンというㄒを用いࡎに，࣏ࢧーࢱーとク

ライ࢚ンࢺの力関ಀが対➼であることのᚲせ性を「ᨭ

される側とする側に分けて（相互に）関わるᚲせ性」と

⾲現した。

㉁ၥ㸴では，ᨭやࢯーシࣕࣝインクࣝーࢪョンに対

するಶேの⪃え᪉をㄪᰝする㊃᪨で作成した。また，ᨵ

ゞを作成するにあたって，㉁ၥ文と㉁ၥの㊃᪨を᫂☜

にするためにᚲせなせ⣲をᢳ出する目的で作成した。

㉁ၥ㸵では，⚟♴と合理的㓄៖の᪤成ᴫᛕをㄪᰝ

することを目的とし，「合理的㓄៖」のཎㄒである

䇾Reasonable accommodation͇のそれࡒれのពにあう

᪥ᮏㄒを㸶つタᐃし，⚟♴のイメーࢪに近いものを㑅ᢥ

する㉁ၥを作成した（ᅗ㸯）。

には，㑅ᢥ「まえたࡁ㐨理をわ」や「分けのⰋいࡁ⪺」

⫥をᵓ成するために，いくつかの⇍ㄒを᳨ウし「理ゎ力䛃

と「当然」として加えた。

㉁ၥ㸶では，௧和ඖ年ᗘ➨㸳ᅇインࢱーࢿッࢺ都政ࣔ

ニࢱーアンケー4*ࢺ のᑻᗘをཧ⪃にし，「ᐇ㊶している」

を加えた㸲つでᵓ成した。合理的㓄៖のㄆ▱ᗘは，「わか

らない」とᅇ⟅したேを᭱もㄆ▱ᗘが低い，「ᐇ㊶してい

る」とᅇ⟅したேを᭱もㄆ▱ᗘが高いとし，ᩘ್的なᑻ

ᗘで分析する目的で作成した。

㉁ၥ㸷では，⚟♴の課題をㄪᰝすることで⚟♴に対す

る固ᐃ観ᛕやこれから取り組ࡁࡴせ⣲をᢳ出する㊃᪨

で作成した。

ショーࣅࢺックࣇイࣈの㉁ၥは，ᐃ形の㸯㸮ၥの㉁

ၥ*5を行い，「እ向性」，「⚄⤒ഴ向」，「㛤放性」，「ㄔᐇ

性」，「協ㄪ性」の⛬ᗘのྍ能性をᢳ出した。

ショーࣅࢺッࣇࢢイࣈをྵࡴ全体の㉁ၥの᭱後には，

ᒓ性として，年代を㑅ᢥする形式にしてၥうた。

�.�. ศᯒ᪉ἲ

㑅ᢥ形式の㉁ၥ，ᒓ性，性格≉性のᑻᗘであるショー

5では，ձ㉁ၥ�㉁ၥ，ղ͆*ࣈイࣇࢢッࣅࢺ Reasonable 
accommodation͇のゝⴥูクロス集ィ，ճ㉁ၥ�性格≉

性で，ィ㸶㸴㏻りのクロス集ィで分析を行った。また，

ྡ⩏ᑻᗘにあたる㉁ၥ㡯目では࢝イ㸰᳨ᐃ，㡰序ᑻᗘ

や間㝸ᑻᗘにあたる㉁ၥ㡯目では相関分析で分析を㐍め

た 4)。

自⏤グ㏙の㉁ၥでは，社会ໟᦤやインクࣝーࢪョンᩍ

育に関するၥ題ᵓ㐀を分析するために，㉁ၥ㸷の自⏤ᅇ

⟅のグ㍕をඖにそのၥ題ᵓ㐀をᴫᛕᅗとしてྍど化する

ため，⚟♴の課題を㸰㸲㏻りに࢝テࢦライズし，ᴫᛕᅗ

を作成により分析した 5)。

�.4. 理ⓗ㓄៖  
アンケーࢺㄪᰝを行うୖで，ಶேሗとなるẶྡやఫ

所，㟁ヰ␒ྕなどの㉁ၥを行わないことによって，ಶே

の≉ᐃがでࡁないようにした。

�. ⤖ᯝศᯒ

�.�. ㉁ⓗ࣭㔞ⓗࢱ࣮ࢹにࡼる⤖ᯝ*6

（㸯）㉁ၥ㸰と㉁ၥ㸶の分析

この㸰つの㉁ၥのᅇ⟅の間に関連があるのかを᳨ウす

るために࢝イ㸰᳨ᐃを行ったとこࢁ，୧者の間に有ព

な関連がぢられた�χ²�15,㹌=191�=30.95, S=.009�ṧ差

分析の結果，「ྡ๓とෆᐜは▱っている」とᅇ⟅している

ேは，「ඞ᭹」を㑅ᢥしているேが有ពに少なく，「受ᐜ䛃

を㑅ᢥしているேは有ពにከかった。「受ᐜ」という⾲現

は，⚟♴学でしばしば用いられるものであり，ㆤ⚟♴

の分㔝では，「ࣂイスティックの㸵ཎ๎」5)として，࣏ࢧー

が相互にࢺン࢚されるクライࢺー࣏ࢧーと࢝する࣡ーࢺ

受けධれることの重せ性がグされている。このことから，

「受ᐜ」というㄒを⚟♴学と結びつけてᅇ⟅しているே

がいるྍ能性があると分かった。

また，「ඞ᭹」を㑅ᢥしているேのうࡕ㸯㸮代は有ពに

ከく，その⫼景として学ᰯᩍ育の中でⱞ手はඞ᭹するも

のであるという⪃え᪉を学ࢇでいることにあると⪃える。� �

学生である㸯㸮代では「ඞ᭹」と㑅ᢥするேがከいこと

から，「ⱞ手・不ᚓព」という⾲現を「㞀害」という⾲現

図1　合理的配慮の意味構造
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にኚ᭦すると，さらに㊃᪨にアプローࢳでࡁると⪃えら

れる。

（㸰）㉁ၥ㸶と「㛤放性（ショーࣅࢺッࣇࢢイࣈ）」の

分析

この㸰つの㉁ၥの間には有ពなṇの相関がぢられた

�r�189�㸻.309, S＜.001�。ᮏ研究に協力していただいた

ேのうࡕ㸰㸮代から㸳㸮代のேには，ᩍ⫋ဨのேがከ

かったことから，合理的㓄៖の▱㆑があったことが⪃え

られる。

（㸱）㉁ၥ㸱と「㛤放性（ショーࣅࢺッࣇࢢイࣈ）」の

分析

ṇの相関のഴ向�r�190�㸻.147, S＝.042�が，ࣆアࢧ

のዲみと㛤放性（㸯㸮代）では，㈇の相関のഴ向ࢺー࣏

�r�89�㸻-.107, S㸻.312�がぢられた。ᮏ研究での㉁ၥで

は，㉁ၥの㊃᪨がṇ☜に伝わっていないྍ能性があるこ

とから，㉁ၥ文のᨵၿがᚲせであるが，ಶேの性格≉性

を࣏ࢧーࢺのᑻᗘとして用いることがでࡁるྍ能性があ

ると分かった。

（㸲）㉁ၥ㸳と「እ向性（ショーࣅࢺッࣇࢢイࣈ）」の

分析

この㸰つの㉁ၥの間にはṇの相関のഴ向がぢられた

�χ²�42,㹌㸻191�=47.04, S=.274�ことについて，㸯㸮代では

㉁ၥ㸳の全ᅇ⟅のᖹᆒ್（=5.26）よりもᨭされる側と

ᨭする側に分けるࡁと⪃える「㸯」を㑅ᢥしたேがከ

いഴ向にあり，㸰㸮代はᨭする側とᨭされる側に分

けるࡁでないと⪃える「㸵」，㸱㸮代では，「㸴」を㑅ᢥ

するேがከいഴ向にあった。

（㸳）㉁ၥ㸳と年代の分析

この㸰つの㉁ၥの間にはṇの相関のഴ向�χ²�42,㹌= 

191�= 47.04, S=.274�があった。ⱝ年ᒙである㸯㸮代から

㸱㸮代には，社会生活を行うୖでࢯーシࣕࣝインクࣝー

。ョンのᴫᛕがᾐ㏱しているഴ向が高いことが分かったࢪ

㸯㸮代において，㉁ၥ㸳の全ᅇ⟅のᖹᆒ್（=5.26）より

も低い್を㑅ᢥした理⏤として，㉁ၥ㸴のᅇ⟅には「

現在ᨭされる側とᨭする側に分かれているから」*7

や，「ᙺをΰ⃮さࡏて集がつかなくなるとᛮうか

ら」*7 というものがあった。㸯㸮代のከくは，学ᰯᩍ育

のインテࣞࢢーションでの㞀害をᣢったඣ❺は≉ูᨭ

学⣭や≉ูᨭ学ᰯを利用することを㋃まえ，「㸯」のᅇ

⟅者がከかったと⪃えられる。

（㸴）㉁ၥ㸶と年代の分析

この㸰つの㉁ၥの間にはṇの相関のഴ向がぢられた

�χ²�18,㹌㸻191�=24.95, S=.126�では，㸯㸮代で「ᐇ㊶して

いる」とᅇ⟅しているேは有ពに少ないഴ向にあった。

学ᰯ生活では，「ᐇ㊶している」とᅇ⟅したேが少ないこ

とから，「合理的㓄៖の提౪」を生ᚐが行うことは少なく

有ពな差があらわれた。

（㸵）㉁ၥ㸴の自⏤グ㏙の結果・分析�

㉁ၥ㸲と㉁ၥ㸳について᫂☜なᨵၿ点が分かった。�

㉁ၥ㸲において，「ᑛཝ自体がᚰ理的なᴫᛕだとᛮうか

らです」というᅇ⟅があったことから「ᑛཝ」というㄒ

がᅇ⟅するにあたりࣂイアスをかけるせ⣲であったと分

かった。また，「よく分からない」や「なࢇとなく」といっ

たᅇ⟅があったことから，㸰ᢥにした㊃᪨が伝わってい

ないと分かった。

さらに，㉁ၥ㸳に用いた⾲現がࢯーシࣕࣝインクࣝー

ョンのᴫᛕと結びついていないྍ能性があるため，こࢪ

の㉁ၥもᨵၿがᚲせであると分かった。「᪥ᮏㄒが㞴しい

です」というᅇ⟅があったことから，「ࢯーシࣕࣝインク

ࣝーࢪョン」のᴫᛕの㉁ၥとㄝ᫂をΰ同さࡏていたこと

がᅇ⟅を㞴しくさࡏたせᅉの一つであると⪃えられる。

�.�. ᴫᛕᅗ

㉁ၥ㸷の自⏤ᅇ⟅をᇶに，ᴫᛕᅗを作成した。㔠㖹的

な課題，理ゎやㄆ▱に関する課題，効⋡性・බᖹ性・ᖹ➼

性に関する課題がぢられた。

自⏤ᅇ⟅において，「⚟♴に㈝やされるබ的㈨㔠もே的

リࢯースもまだ㝈ᐃ的だとᛮう」や「ᅜ家や地᪉自体

がどれだけண⟬を⚟♴㓄分するか（が課題になる）」と

いった，㔠㖹的な課題を指摘するᅇ⟅がぢられた（ᅗ㸰䠅䚹

の面での課「ࢺコス」，スに関わるປാにはࣅーࢧ♴⚟

題がᣲࡆられる。බ共機関では，「ண⟬㓄分」がされない

こと，ಶேの事業者では「⤥」がປാ者にᨭ⤥でࡁな

いことが課題である。බ共機関に「ண⟬㓄分」がされた

ሙ合，「社会保㞀」や「タഛのᐇ」がでࡁ，「社会保㞀䛃

図2　金銭的な課題
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と「ேᮦ育成」によって「ே手不足」の課題のゎỴがでࡁ

るようになることを示した。また，ಶேの事業者は「⤥

」がປാ者にᨭ⤥でࡁなくなることによって，「ே手不

足」が課題になる。

㞀害者にとって「⤥」の課題はᖹ➼な㈤㔠のᨭ⤥が

されないことがᣲࡆられ，そのせᅉとしてಶேの≉性に

応ࡌてປാ時間やປാෆᐜが制㝈されることがある。「社

会保㞀」によって㞀害者年㔠としてᨭ⤥されたり，᭱低

㈤㔠法によってᖹ➼に㈤㔠がᨭ⤥されたりすることが課

題ゎỴのためにᚲせである。

ーにとって，⚟♴の現ሙにおける「ே手不足䛃ࢱー࣏ࢧ

が課題としてᣲࡆられる。「ே手不足」に対応するために，

「ேᮦ育成」を㐍めることがᚲせである。また，「ே手不

足」が⚟♴ࢧーࣅス関連のປാ者にとって「⤥」が低

いことにもつながるྍ能性があることを示した。

そして，බ共機関でも「ேᮦ育成」や「⤥」に関する

取り組みが行われているが，現時点ではಶேである事業

者にጤクされていることをᅗ㸰に示した。

ᅗ㸱では，理ゎやㄆ▱に関して，ಶேからでࡁるアプ

ローࢳと社会ででࡁるアプローࢳの㐪いを示した。

� ここで課題と⪃えられる事は，㞀害の≉性を「ㄗゎ䛃

することと，社会制ᗘとしての≉性理ゎの未ᾐ㏱である。

それࡒれ，課題を㐩成するためのプロセスが␗なり，ಶ

ேの課題のプロセスでは，㞀害受ᐜでもᚲせなせ⣲では

ないかということを示した。

また，㉁ၥ㸷のᅇ⟅において，「බᖹ性」や「ᖹ➼な⚟

♴」が課題であるとするពぢがあった。「බᖹ性」と「ᖹ

➼性」は␗なるᴫᛕをᣢったものであり，どࡕらのせ⣲

を重どするかによって࣏ࢧーࢺのアプローࢳを᳨ウする

ᚲせ性がある（ᅗ㸲）。

ᅗ㸲では，ಶேに対応するため「බᖹ性」を重どし，ᅗ

㸳では，全体に対応するため「ᖹ➼性」を重どすること

がᚲせである。ᅗ㸳のの状況では，㝵ẁや໙㓄がᛴな

スロープから໙㓄の⦆やかなスロープにすることにより，

図3　理解や認知でのアプローチ

図4　公平性と平等性の違い

図5　平等性を重視したアプローチ

図6　公平性・平等性・効率性の関係
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ョリティにも対応したࣘニࢪ࣐リティだけでなくࣀイ࣐

 。デザインになることを示しているࣝࢧーࣂ
ᅗ㸴は，බᖹ性，ᖹ➼性，効⋡性の関ಀを示した。 

� ᅗ㸲と対応して，「ᖹ➼性」は全体に同ᵝに対応するた

め，「効⋡性」を保つことがでࡁる。そこで，「ᖹ➼性・効

⋡性」を同࢝ࡌテࢦリーに分㢮し，「බᖹ性」は，ಶேの

≉性に応ࡌることがᚲせになるため，効⋡性とは対の

 。リーに分㢮したࢦテ࢝
㉁ၥ㸷のᅇ⟅で，「⚟♴は効⋡面で⪃えた時にある⛬ᗘ

相手をࣝࢢープ化して行かないといけないが，受け取る

側はಶேだからேによって受け取り᪉が㐪うのが㞴し

い」*7というᅇ⟅があった。全体に同ᵝに対応する「効⋡

性・ᖹ➼性」と，ಶேの≉性に応ࡌる「බᖹ性」では，

対ᴫᛕになり，「効⋡性・ᖹ➼性」と「බᖹ性」はそれࡒ

れ課題ゎỴのアプローࢳが␗なる。また，「効⋡性・ᖹ➼

性」を求め，クライ࢚ンࢺを「ࢱࣃーン化」してしまうと

「ேᶒ」が守れないという課題があり，社会ᩍ育によっ

て差ูព㆑にアプローࢳすることにより，課題ゎỴを行

う。 

「බᖹ性」では，㞀害に対する理ゎにより「ㄆ▱」する䚹

そして，㞀害者が「㐺応」でࡁるような࣏ࢧーࢺがでࡁ

るようになり，それらは「合理的㓄៖」によりゎỴでࡁ

るということを示した。さらに，「社会ᩍ育」や「合理的

㓄៖」のᣑ大によって，「࣏ࢧーࢺのᣑ大」がᐇ現でࡁる

ྍ能性があるということをᅗ㸴に示した。 

4. ⪃ᐹ 
ᮏ研究で用いた，「⚟♴のព㆑についてのアンケーࢺ」

のᨵᐃをタィするにあたり，結果・分析から⪃ᐹする。  
まࡎ，㉁ၥ㸴のᅇ⟅から「⚟♴のព㆑についてのアン

ケーࢺ」では，㉁ၥ文のᨵၿがᚲせであることが分かっ

たことから，アンケーࢺのᨵゞでは，㉁ၥ文や㑅ᢥ⫥

のタィを行う。アンケーࢺのᨵᐃでは，「合理的㓄៖」

にさらにアプローࢳしていくために，ᒓ性に↔点を当て

て分析を行っていࡁたいと⪃えている。 
そのୖ，͆ reasonable accommodation͇が「合理的㓄

៖」とヂされ用されていった㐣⛬をేࡏてㄪᰝし，ゎ

㔘することで，͆ reasonable accommodation や͇「合理的

㓄៖」の理ゎをより῝めていく。 
また，㞀害者⚟♴において，೫ぢという課題を生み出

すせᅉとなるゝⴥの᪤成ᴫᛕをᮏ来のᴫᛕとពᅗኚ化

さࡏていࡁたい。 
ᮏ研究では，㉁ၥ㸶においてᑻᗘとして「ᐇ㊶してい

る」を加えたが，合理的㓄៖のពやゝⴥの༳㇟の差が

あると分かったことから，「▱っている」とᅇ⟅したேの

中で「ᐇ㊶している」または「ᐇ㊶したことがある」とᅇ

⟅したேをㄪᰝする。また，性格≉性と成ဨ࢝テࢦリー

の関連性，合理的㓄៖のㄆ▱ᗘと性格≉性との関連性を

ㄪᰝし，ẚ㍑することで「合理的㓄៖の提౪」について，

さらに分析したいと⪃えている。 
現在の「合理的㓄៖」の課題として，「合理的㓄៖の提

౪」がされない状ែであることと，「合理的㓄៖」につい

ての▱㆑がなく，クライ࢚ンࢺである㞀害者のኌを⪺か

 。られるࡆに一᪉的なᨭを㐍めることがあࡎ
「合理的㓄៖」や࣏ࢧーࢺに関して，⩏ົである௨๓に

クライ࢚ンࢺとのコミュニケーションである「対ヰ」を

ᐇさࡏるࡁであること 1)は重せであるとㄆ㆑されて

いるが，「合理的㓄៖」についてṇしいㄆ㆑がされていな

いሙ合には，手⥆ࡁ的で一᪉的なᨭになることも⪃え

られる。その理⏤として，「合理的㓄៖」に関して▱㆑が

あるேとないேの格差があること（ᅗ㸵）や，「合理的㓄

៖」というゝⴥの࢝セッࢺ効果によるものがあり，かた

い༳㇟や事ົ的な༳㇟をえているとணでࡁる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そのために，「合理的㓄៖」を，手⥆ࡁ的な「ᨭ」で

はなく，「࣏ࢧーࢺ」にኚ化さࡏることが重せである。 
また，⚟♴のイメーࢪとᅗ㸯から作成した㑅ᢥ形式の

㉁ၥでは，」ᩘ㑅ᢥのᅇ⟅をゝⴥูに集ィした。その結

果，「㐺応」と「理ゎ力」の組み合わࡏが一␒ከく，

䇾reasonable accommodation͇のᮏ来のពにἢったㄝ

᫂には，「㐺応さࡏるために理ゎ力をᣢった対応をするこ

と」という⾲現の᪉が伝わりやすいと⪃える（ᅗ㸶）。 

図7　合理的配慮の認知度
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このように，ゝⴥのពをわかりやすいᮏ来のᴫᛕを

ṇしく伝えるゝⴥに置することの重せ性もឤࡌた。� �  
ᅇ，͆ reasonable accommodation͇から作成した㉁

ၥの結果をᇶに，「合理的㓄៖」のᴫᛕを発ಙする㐣⛬で

よりよい᪉法を᳨ウしていく。そして，ࢯーシࣕࣝイン

クࣝーࢪョンに向けて，それࡒれのゝⴥのᣢつࣂイアス

を取り㝖くことにより，㞀害者の೫ぢを減らすことに

㈉⊩したい。 

 のᨵ定ࢺ࣮ࢣࣥ .�
� ᮏ研究を継⥆するୖで，ࣈラッシュアップした⾲㸰䠈

ᐃ形のショーࣅࢺッࣇࢢイ5*ࣈ でㄪᰝを㐍めようと⪃ 

えている。 
まࡎ，アンケーࢺのᨵᐃを作成するୖで，ᩘᏐス

ケーࣝのᑻᗘをショーࣅࢺッࣇࢢイ5*ࣈ の㉁ၥに合わ

るために，ᒓ性を㝖く㉁ၥ㡯目では，二ே⛠（あなた䠅ࡏ

を用ࡎࡏ，㑅ᢥ形式の㉁ၥでは㸯から㸵のᩘᏐスケー

ࣝにする。さらに，▷い⾲現にすることにより，ゝⴥの

取㐪いを減らす。 
㉁ၥ㸯から㉁ၥ文のᨵၿ点をิᣲしていく。 
㉁ၥ㸯では，㉁ၥ文をኚえることによって，㑅ᢥ⫥と

㉁ၥෆᐜが結びつࡁやすいように作成した。㑅ᢥ⫥のᇶ

‽として，「⚟♴のព㆑についてのアンケーࢺ」の㉁ၥ㸯

をᨵၿするため，「り≀（㟁㌴・ࣂス）」を「㟁㌴やࣂ

ス」だけでない㏻機関をྵࡴ「බ共㏻機関」とし，

「学ᰯᩍ育」を「学ᰯ」にኚえ，「ᩍ育」についての▱㆑が

なくても㑅ᢥでࡁるようにした。㉁ၥの㊃᪨は，「⚟♴の

ព㆑についてのアンケーࢺ」の㉁ၥ㸯と同ᵝである。 
㉁ၥ㸰では，「㞀害」をゝいえた「ⱞ手・不ᚓព」と

⾲現していたが，「㞀害」というㄒの「したくてもでࡁな

い」というニュアンスに┤᥋アプローࢳでࡁなかったた

め，㉁ၥをኚえて⾲現した。㑅ᢥ⫥では，ྰᐃ的な༳㇟

をྵࡴㄒとして「᭦ṇ」「㓄៖」「ᨭ」という㞀害者⚟

♴の用ㄒの中でもデリケーࢺにᢅわれる用ㄒを㑅ᢥ⫥と

して用いた。㉁ၥの㊃᪨は，「⚟♴のព㆑についてのアン

ケーࢺ」の㉁ၥ㸰と同ᵝである。 
 

�  

図8　質問7における複数回答の集計表

表2　アンケートの改定案

質問 形式 選択肢

1
バリアフリー化が進められている施設 ・ 設備で， 便利だと感じる場所

を複数選んでください。
複数選択可

公共交通機関 , 道路 ・ 駐車場 , エレベーター , 公園 , トイレ , 学校 ,

その他

2 「 障害 」 のイメージに近いものを選択してください。 複数選択可 克服 , 受容 , 更正 , 配慮 , 個性 , 支援

3
悩んだり， 困難なことが起こった時， ピアサポート * を利用したいと 

思いますか。
選択形式 １ （利用したくない） ～ ７ （利用したい） の数字スケール

4 物理的なサポート， 心理的なサポートのどちらを望みますか。 選択形式 物理的 , 心理的

5
ソーシャルインクルージョン * の考え方について， どのような印象を 

持っていますか。
選択形式 １ （良い） ～ ７ （悪い） の数字スケール

6 5 のように答えられた理由は何ですか。 自由記述

7 「 配慮 」 と聞いて思い浮かぶ言葉で近いものを複数選んでください。 複数選択可 和解 , 便宜 , 合理性 , 調整 , 理解 , 適応 , 当然

8 7 のように答えられた理由を教えてください。 選択形式 自由記述

9 あなたは合理的配慮を知っていますか。 選択形式 名前も内容も知っている , 名前のみは知っている , わからない

10
※ 9 で 「 名前も内容も知っている 」 と回答された方

「 合理的配慮の提供 」 を行ったことがありますか。
選択形式 ある , ない

11 福祉で課題と思うものを教えてください。 自由記述

12 あなたの所属を教えてください。 選択形式
会社員 , 公務員 , 会社役員 , 自営業 , 自由業 , 専業主婦 , 学生 ,  

パート ・ アルバイト , 無職 , 答えたくない

13 あなたの年代を教えてください。 選択形式 10代 , 20代 , 30代 , 40代 , 50代 , 60代 , 70代以上 , 答えたくない

ピアサポート *
ピアは仲間をさし， 同じ立場にある人同士が支え合うサポートのこと。

ソーシャルインクルージョン *
マイノリティとされる人々にも偏見を持たずに包括する社会を目指す考え方。

収容 便宜 合理的 妥当 加減 理解力 適応 当然

収容 3 2 0 1 3 1 0

便宜 6 1 1 8 7 2

合理的 3 0 14 9 8

妥当 0 3 3 5

加減 6 6 0

理解力 26 11

適応 6

当然
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㉁ၥ㸱では，「ࣆア࣏ࢧーࢺ」にὀ㔘を加えることで，

イアスをかけることなく，ᅇ⟅でࣂ効果によるࢺセッ࢝

るように作成した。㉁ၥの㊃᪨は，「⚟♴のព㆑についࡁ

てのアンケーࢺ」の㉁ၥ㸱と同ᵝである。 
㉁ၥ㸲では，「ᑛཝ」という⾲現でㄆ▱ࣂイアスがか

かったことを㋃まえて，「ᑛཝ」というㄒを用いࡎにどࡕ

らの࣏ࢧーࢺをᮃࡴかで作成した。㉁ၥの㊃᪨は，「⚟♴

のព㆑についてのアンケーࢺ」の㉁ၥ㸲と同ᵝである。 
㉁ၥ㸳では，㉁ၥ㸱と同ᵝに「ࢯーシࣕࣝインクࣝー

ーシࣕࣝインクࣝーࢯ，ョン」にὀ㔘をධれることでࢪ

ョンの⪃え᪉がᾐ㏱しているかㄪᰝするために作成しࢪ

た。また，ㄪᰝしたアンケーࢺの㉁ၥ㸴で「ᨭのᚲせ

がないேたࡕの行動のጉࡆになるから」*7 というᅇ⟅が

あったことから，すてのேがࢯーシࣕࣝインクࣝー

ョンに対して⫯ᐃ的な༳㇟をᢪいていないྍ能性があࢪ

ると⪃えたことから，ᑻᗘでは「Ⰻい」と「ᝏい」をᩘᏐ

スケーࣝで㑅ᢥする形式でᵓ成した。㉁ၥの㊃᪨は，「⚟

♴のព㆑についてのアンケーࢺ」と同ᵝである。 
㉁ၥ㸴では，ࢯーシࣕࣝインクࣝーࢪョンのᴫᛕを伝

するために，どのようなᴫᛕの㱈㱒や課題が㞀ቨに

なっているのかㄪᰝする㊃᪨で作成した。 
㉁ၥ㸵では，「合理的㓄៖」にアプローࢳするために「㓄

៖」というㄒを用いてㄪᰝするために㉁ၥに用いた。 
㑅ᢥ⫥には，͆ reasonable accommodation” のពを

ᇶにした㑅ᢥ⫥を「⚟♴のព㆑についてのアンケーࢺ」

とは␗なるㄒを用いてㄪᰝするとともに，「合理的」とい

う㑅ᢥ⫥にすることで，㑅ᢥする㝿のࣂイアスがかかる

と⪃え，「合理性」という⾲現を用いて作成した。また，

「㹼力」という⾲現が㑅ᢥ⫥のᙳ㡪をえないために，

「合理性」௨እの㑅ᢥ⫥では二Ꮠ⇍ㄒを用いた。 
㉁ၥ㸶では，合理的㓄៖のイメーࢪをㄪᰝすることと

㉁ၥ㸵が合理的㓄៖のイメーࢪをㄪᰝするものかᅇ⟅者

に理ゎしてもらえたかㄪᰝする㊃᪨で作成した。 
㉁ၥ㸷では，「⚟♴のព㆑についてのアンケーࢺ」で用

いた௧和ඖ年ᗘ➨㸳ᅇインࢱーࢿッࢺ都政ࣔニࢱーアン

ケー4*ࢺのᑻᗘを用いて作成した。㉁ၥの㊃᪨は，「⚟♴

のព㆑についてのアンケーࢺ」の㉁ၥ㸶と同ᵝである。 
㉁ၥ㸯㸮では，「⚟♴のព㆑についてのアンケーࢺ」の

㉁ၥ㸶を㸰ẁ㝵に分けてᵓ成することを目的として作成

した。㉁ၥの㊃᪨は，「⚟♴のព㆑についてのアンケーࢺ」

の㉁ၥ㸶と同ᵝである。 
㉁ၥ㸯㸯では，「⚟♴のព㆑についてアンケーࢺ」の㉁

ၥ㸷をᇶに作成した。㉁ၥの㊃᪨は，「⚟♴のព㆑につい

てのアンケーࢺ」の㉁ၥ㸷と同ᵝである。 
㉁ၥ㸯㸰では，「⚟♴のព㆑についてのアンケーࢺ」の

㉁ၥ㸶の結果から，ෆ㛶府などがデザインしている「合

理的㓄៖」についてのリーࣞࣇッࢺなどは，බ共機関で

はᬑཬしているが，そのの࢝テࢦリーに分㢮されるே

には行ࡁΏっていないྍ能性があると⪃えた。成ဨ࢝テ

࢝リーをㄪᰝすることで，「合理的㓄៖」がどのようなࢦ

テࢦリーのேにㄆ▱されているかをㄪᰝし，「合理的㓄៖」

を伝するための課題をᢳ出する目的で作成した。 
㉁ၥ㸯㸱では，「⚟♴のព㆑についてのアンケーࢺ」と

同ᵝに年代で分㢮する目的で作成した。 

 めࡲ .�
「合理的㓄៖」の᪤成ᴫᛕとᮏ来のᴫᛕの㐪いにアプ

ローࢳすることを目的とした，㉁ၥ㸵において「合理的

㓄៖」のཎㄒである͆reasonable accommodation͇から

㑅ᢥ⫥を作成し，」ᩘᅇ⟅をゝⴥูに集ィすることに

よってㄪᰝした。 
また，ಶேの≉性をホ価・分析するためのᑻᗘを᫂ら

かにすることを目的としたが，「⚟♴のព㆑についてのア

ンケーࢺ」では，性格≉性との集ィ・分析の結果からಶ

ேの≉性に応ࡌた࣏ࢧーࢺには，性格≉性をᑻᗘとする

ことがでࡁるྍ能性があると分かった。 
さらに，㞀害者⚟♴の観点からࢯーシࣕࣝインクࣝー

，ョンにᚲせなせ⣲のᢳ出をすることを目的としたがࢪ

㉁ၥ㸷において「⚟♴の課題」をㄪᰝし，ᴫᛕᅗを作成

することでၥ題ᵓ㐀をྍど化した。 
そのୖ，アンケーࢺのᨵゞを作成するにあたり，㉁

ၥ文のᨵၿ，㑅ᢥ式の㉁ၥにおける㑅ᢥ⫥のᨵၿがᚲせ

であると分かった。㉁ၥ文にはᅇ⟅者にとってᅇ⟅しや

すくするために，性格≉性を分析する目的で用いた

「ショーࣅࢺッࣇࢢイࣈ」の㉁ၥ文と⾲現を合わࡏる

ことで，㉁ၥの㊃᪨に᫂☜にアプローࢳでࡁると௬ᐃし，

「㸳㸬アンケーࢺのᨵᐃ」を作成した。 
なお，ᮏ研究は九州大学未来創成科学者育成プロ࢙ࢪ

クࢺ（QFC-SP）で行われたものの一部である。 
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芸術工学研究
投稿要領／論文ひな形



『芸術工学研究』九州大学大学院芸術工学研究院紀要
投稿要領

平成1�年10月 1 制ఆ、平成20年 7 月10一部վਖ਼、平成21年 � 月29一部վਖ਼、 
平成23年 9 月20一部վਖ਼、平成2�年 1 月11一部վਖ਼、平成26年12月17一部վਖ਼、 
平成2�年10月26一部վਖ਼、平成29年 � 月 1 一部վਖ਼、平成30年 � 月 1 一部վਖ਼、
ྩ和 3 年 � 月21一部վਖ਼、ྩ和 � 年 6 月1�一部վਖ਼

1．	 投稿者
1-1．	投稿者（共著の場合少なくとも 1名）は、本研究院の教職員（学術研究員、教務・技術・事務職員を

含む）、訪問研究員 i、本学府学生、本学の客員教員、非常勤講師および紀要編集ワーキンググループ	
（以下「ワーキンググループ」という。）が依頼した者とする。ただし、本学府学生の場合、博士後期
課程の学生は投稿に際し指導教員の同意を必要とする。また、修士課程の学生は、本研究院の教職員
との連名の場合のみ、投稿を許可される。

1-2．	原則として、一人の投稿者に許可される投稿数は、単名もしくは連名第一著者としての投稿数は１編
以内とする。ただし連名の場合であっても第一著者でない場合の投稿数は制限しない。

2.	 掲載記事および記事の区分
掲載記事は、英文あるいは和文で書かれた未発表のもの（口頭発表を除く）とし、性質により、以下のよう
に区分する。投稿原稿が以下のいずれであるかについては、投稿者の意思を確認の上、ワーキンググループ
が決定する。
2-1.	 研究論文
	 研究論文は、独創的な結果、考察あるいは結論等を含むもので、学術的・社会的発展に寄与するもの

とする。
2-2.	 作品（または、「作品解説」）
	 作品（演奏・上演等も含む）に関する紹介と解説とする。解説の中には、制作の背景と目的、独創性、

意義などに関する説明が求められる。
2-3.	 評論
	 評論等は、学説、著作および作品・演奏その他に関する論評および科学的技術的あるいは社会的文化

的事柄に関する論評とする。
2-4.	 研究報告
	 研究報告は、研究論文に準じる研究成果を含むが、論文と同等の完結を要求されない自由度を有する

形態のものとする。
2-5.	 資料
	 資料は、公開することが学術的・社会的に意味のある実験記録、調査記録、教育記録、その他研究・

教育資料とする。
2-6.	 その他
	 上記のひとつに明確に区分されない事項とする。

3.		 掲載記事 1編の長さ
	図表、英文アブストラクト、その他を含めて、原則として、刷り上り 20 ページ以内とする。超過ページお
よびカラーページの出版経費は、原則として、投稿者の負担とする。

4.	 原稿の書式等
作成にあたっては、別紙の「原稿作成・投稿要領」を参照し、所定の書式に従うこととする。
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5.	 投稿原稿の受付日および受理日について
5-1.	 ワーキンググループが投稿者から原稿を受け付けた日を当該原稿の受付日とする。
5-2.	 投稿原稿の採否は、査読の結果に基づいてワーキンググループが決定する。ワーキンググループは原

稿の訂正を求めることができる。またワーキンググループは、必要に応じて、投稿者に原稿内容の修
正を求めることができる。

5-3.	 査読は、査読規定によって行われ、その結果についてはワーキンググループが責任を持つ。
5-4.	 本誌に掲載された記事についての責任は著者が負う。
5-5.	 ワーキンググループにおいて論文の採択を決定した日を当該原稿の受理日とする。

6.	 紀要の掲載順序は以下の順とする
6-1.	 研究論文、作品、評論、研究報告、資料、その他の順で配列する。
6-2.	 英文記事から和文記事の順に配列する。
6-3.	 ストラテジックデザイン、環境設計、人間生活デザイン、未来共生デザイン、メディアデザイン、音響

設計の各部門順とする。
6-4.	 原稿受付け年月日の順に配列する。
6-5.	 ワーキンググループによる企画記事等は、ワーキンググループが掲載場所を決定する。

7.	 別刷り
投稿記事の別刷りは、1編につき 10 部までを無償とし、これを超えるものについては投稿者の負担とする。

8.	 原稿の取り下げ
原稿を取り下げたい場合は、著者全員が署名・捺印をした理由書を、速やかにワーキンググループ長に提出
する。ただし、採択後の取り下げは認めない。一度取り下げた論文の再投稿は、すべて新原稿としての投稿
となる。

9.	 著作権
9-1.	 2 条で挙げた研究論文等の著作権は、その投稿者が保持する。
9-2.	 研究論文等の投稿者は、芸術工学研究院に対して、あらゆる利用行為を許諾する。ただし、この許諾は、

投稿者の著作者人格権に影響を及ぼすものではない。
9-3.	 前項の許諾は、投稿が受理された時点で行われたものとし、不採択とされた場合は、その決定の時点

で撤回されたものとする。
9-4.	 研究論文等における既存の著作物の利用（引用・転載等）に関し権利者との間に生じた紛争については、

投稿者がその任に当たる。

10．	 九州大学学術情報リポジトリへの登録
紀要に掲載された研究論文等は、投稿者の承諾を経て、九州大学学術情報リポジトリに登録する。

―
ｉ　一訪問期間が少なくとも一年であり、本研究院での研究期間が半年以上経過している方
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「芸術工学研究」原稿作成・投稿要領

平成21年11月19制ఆ、平成22年11月30一部վਖ਼、 
平成29年 � 月 1 一部վਖ਼、ྩ和 2 年12月16一部վਖ਼

本文書式
・投稿原稿、著者版下はテンプレートファイルを使用して作成する。

図版
・画像、表などの線画等、全ての図版データを、著者が各自で版下原稿本文内にレイアウトする。

投稿時の提出形式・方法	
下記①②を管理棟 1Ｆの紀要編集ワーキンググループのメールボックス（下記住所へ郵送も可）に提出すると同時
に、①③の電子データを紀要編集ワーキンググループのメールアドレス宛（kiyou-ed@design.kyushu-u.ac.jp）に
送信すること。
なお、共著者及び指導教員（学術研究員または学生の場合）のメールアドレスをCCに入力して送信すること。
	
①	投稿添付用紙	
②	A4 サイズ用紙に出力した版下原稿ハードコピー 3部
・カラー印刷希望の場合にのみカラーで出力すること。
・1部にのみ著者の名前を入れ、他の 2部には著者の名前を入れないこと。

③	版下原稿 PDFファイル
・著者の名前と所属が入ったファイルとそれらを抜いたファイル（2 種類）

問い合わせ	
九州大学大学院芸術工学研究院　紀要編集ワーキンググループ
〒815-8540	福岡県福岡市南区塩原 4-9 -1
kiyou-ed@design.kyushu-u.ac.jp
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「芸術工学研究」論文ひな形
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